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はん ラよ

について，ふさわしい伴侶 を見つけることについて，ま

た神聖な神権の権能によって結婚の結び固めを受けるた

めに主の宮 に行 くことについて祈 ります。そして，勉学

や自分が関心を抱いているほかの分野でも成功を収め ら

れるように祈 ります。

ほとんどの皆 さんは，正 しい ことをしたいと願ってい

ます。そしてたいていの場合，正 しいことをしています。

人々をむしばむこの世の汚れか ら逃れようと努力 してい

ます。 しか し，それは容易なことではあ りません。常に

チャレンジが伴 うのです。

皆さん一人一人は，成功への物語の主人公です。 しか

しその物語の中には，失敗の章が含まれていることがあ

ります。それは皆さんが乗 り越えたいと願っている章で

あって，また乗 り越えることができるものです。過去に

何があろうと，新 しいスター トを切る方法があ ります。

このことについて，皆 さんの監督と話 し合うようにお勧

めします。

皆 さんは末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の中で重要な

位置 を占めています。皆 さんのおかげで，教会はどれほ

ど強 さを増 し加 えていることでしょう。そ して

人 もいます。主が道を開いて くださってい ます。事が起

こりつつあ ります。わた したちは掲げている標準のため

に世の注 目を集めています。教会の名簿に加わる新会員

が，3年半 ごとに100万 人を数 えているのです。
こんにち

教会 はかつてないほど輝かしい状態にあ ります。今 日

ほど機会が開かれたことはあ りません。主の業の歴史に

あって，今は驚 くべ き時期を迎えています。 この栄光に

満ちた時期に，皆さんやわたしを含め，教会員は人々か

ら注 目されています。主が示 されたすばらしい行 く末に

向けて主の業を前進 させるため，わた したちにはす るこ

とがた くさんあ ります。ほんとうに，ほんとうにたくさ

んあ ります。

この偉大な業を担 う者 として，わた しには責任があ り

ます。それは教会の中央幹部であるわたしの同僚の兄弟

たちも同じです。すべてのステーク会長，すべての監督，

すべての定員会会長，すべての地方部長や支部長にも責

任があ ります。そ して一人一人の教会員にも，御業 を前

進 させ主の王国を建設するためにその持ち分を果たす責

任があるのです。

そして，皆さんほど大切 な責任を負っている人々はほ

かにいません。皆 さんは若 く，活力 にあふれています。

心 に確信があ ります。そしてともに働 く仲間と，皆 さん

の助 けを必要としている仲間に恵 まれています。

御存 じの人 もいるか と思いますが，わたしは先 日，C

BS放 送の 『60ミニッツ』とい う番組で主任通信員をし

ているマイク ・ウォレス氏か らインタビューを受けまし

た。わたしがインタビューに応 じたのは，それが教会の

益 となると判断 したか らです。彼 は何時間にもわたって，

た くさんの質問をして きました。わた しには何百もの質

問のように思えました。その中に次の ようなものがあり

ました。「あなたの教会 は世界各地で発展 を遂 げていま

すが，それをどう説明 されますか。」

わたしは次のように答 えました。「この業は，価値観
いかり

の揺 らぐ世界に安定をもたらす錨であ り，価値観 をつな

ぎ留める錨です。わたしたちは多少なりとも役に立って

います。わた したちの価値観は，イエス ・キリス トの福

音の教えに根ざしています。それは不変の ものです。現

在で も，イエスがこの地上を歩 まれたときと変わってい

ません。当時 と同 じように今でも，生活 に当てはまりま

す。人類史の幾多の困難な時期 を通 じて試されてきまし
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教会は皆さん一人一人を必要 としています。皆さんの力

を必要とし，活力を必要とし，熱意を必要とし，忠誠 と

献身と信仰を必要としているのです。

たが，何 ら欠けているところはあ りません。わたしたち

はこの民に大きな期待を寄せています。 この宗教 には厳

しい要求があ ります。自制心が求め られます。研究と勇

気 と信仰が求められます。人々は，価値観が崩壊する世

の中で，その基盤が不確かさに揺れ動 くのを感 じながら，

こうした要求にこたえているのです。」

さて，愛する友である若人の皆 さん，今晩わた しは，

勧めとチ ャレンジの言葉 を皆さんに差 し上げたいと思い

ます。まず，わたしと一緒 に信仰の道を歩む ようにお勧

めします。そして，義 と真実 と善 を守 り抜 くようにチ ャ

レンジします。

教会は皆 さん一人一人 を必要 としています。皆 さんの

力 を必要 とし，・活力を必要とし，熱意を必要 とし，忠誠

と献身 と信仰 を必要としているのです。

皆 さんの過去の行動様式が どうあれ，わた しは今晩皆

さんにチ ャレンジします。皆さんの生活 をイエス ・キリ

ス トの教えに添ったものとしてください。この教会を皆

さんの信仰の基 として，愛 と敬意 と感謝 をもって見るよ

うにしましょう。そ して模範 となるような生活 を送 り，

幸福になるうえでイエス ・キリス トの福音が どのような
ま

役割 を果たすかを人々が 目の当たりにで きるようにしま

しょう。

言 うまでもあ りませんが，これは簡単なことではあり
あらし

ません。皆 さんの周 りには嵐が吹 き荒れています。性や

暴力 を巧みに扱ったものが，テ レビやビデオテープ，わ

いせつな雑誌や長距離電話サービス，そ してインターネ

ットにまで侵入 してきています。
み わざ はらか ら

この御業にともに働 く愛す る同胞の皆さん，わたしの

皆 さんへの願いは，こうしたものから遠ざかってほしい

ということです。テレビのチャンネルを切 り替えてくだ

さい。皆さんの興味をそそ り，後悔の道へ陥れることを

意図 したビデオテープを借 りた り買った りす ることを，

疫病 を避けるように避けて ください。そ うしたものから

利益 を得るのは，制作者だけです。買った人や借 りた人

は決して利益 を得 られません。低俗な書物は，たとえど

のようなものであれ，読む必要はあ りません。それらは

何の助けにもなりません。あなたを傷つけるだけです。

何年 も前のことになりますが，わた しは教会のアジァ

地区の担当をしていました。そ して，沖縄 を何度 も訪れ

ました。アメ リカの軍人が大勢駐留 していたか らです。

彼 らの中には車を持 っている人がいましたが，そのほと

んどがひどくさびていました。フェンダーにもサイ ドボ

ディーにも穴が開いています。塗装 もくすんでいました。
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すべては潮風の運ぶ塩分が原因なのです。塩分が金属を

腐食 してしまうのです。

これがポルノグラフィーの姿です。 この低俗な汚物は

塩分のようです。それに身をさちせば，皆さんが着けた

よろいは腐食 して しまいます。

これはい くら強 く言って も言い過 ぎではありません。

わいせつ物の制作者 と販売者は，顧客の人格 を滅ぼしな

が ら次第に裕福 になってきています。ポルノグラフィー

を遠 ざけ，そのようなものから離れて ください。さもな

いと心を奪われ，奴隷 と化 した人はことごとく滅ぼされ

るでしょう。

わた しは皆 さんに 「お上品ぶ りなさい」 と言っている

のではあ りません。ただ，正義を選ぶように願っている

だけです。マイク ・ウォレス氏に同行 した取材班は，皆

さんのような学生 とも話をしました。男女両方 ともです。

レポーターの話によれば，学生たちはこう言 ったそうで

す。たばこを断るのは簡単です。ビールを断るの も何の

問題もありません。そのようなものは，はっきり線が引

けるか らです。でも，性については違い ます。 どこに線

を引 くかが，難 しいのです。

わたしは答えました。「その学生たちは， どこで線 を

引 くべ きか分かっていますよ。別に細部にわたって定義

しなくともよいのです。危ない所に来たときは自分で分

か ります。」

わたしの友である愛する若人の皆 さん，これはすべて

自制心の問題です。もちろん皆 さんは何が正しくて何が

間違っているか知っています。 このことについては子供

のころから訓練 されているはずです。自分で間違ってい

ると分かっている方向にいったん滑 り込んで しまうと，

止まってきびす を返すのは難 しいものです。しかし，で

きないことではあ りません。これまで，皆 さんと同 じ気

持ちを経験 した何百，何千，何百万の人々がそれをして

きたか らです。

主は言われ ました。「絶えず徳 であなたの思いを飾る

ようにしなさい。」(教 義 と聖約121：45)

これは戒めです。主は様々な形でこのことを繰 り返 し

てこられました。戒めを破れば代価 を，時にはとてつ も

なく大 きな代価 を支払わなければなりません。逆に， 自

制心を働かせて，個人の意志 という偉大な力 を呼び寄せ，
み たま

主の御霊の助けを願い求めてい くならば，その結果 とし

て幸福 を味わうことができます。

かつてユ タ大学 を管理 していたジョン ・A・ ウイッッ

ォー長老はこう述べ ました。 「わたしの観察によればダ

道徳の原則 に違背 した若い男女は，互いを憎み合 うよう

になります。」わた しも同じことを見てきました。初め

は愛の言葉が交わされても，それが怒 りと憎 しみの言葉

に変わるのです。

若い女性の中には，結婚せずに子供 をもうけるのはす

ば らしいことだと考えている人がいます。それは誤った

考 えであると言えます。その ようなことが将来，そ して

永遠にわたって，どんな結果をもた らすのか，皆さんは

知 らないのです。新たな生命をこの世 に誕生 させること

は，実に重大な業であって，免れることのできない責任

を絶えず伴うのです。

男性 と女性の結婚は，神が定め られたものです。結婚

は，神の子供たちをこの世に誕生させるために主が設け

られた制度です。 したがって，結婚関係以外の性関係 は

律法への背 きであ り，イエス ・キリス トの福音の教えに

真 っ向か ら対立するものです。

この話のついでに言 っておきたいことがあ ります。デ

ー トの際，愛 しているか らと言って相手の女性 に性的な

関係を求める男性は，はっきり言って，その女性を愛し

てはいません。そ うした表現は情欲であ り，愛ではない

のです。.

さて， もちろんわた したちは皆 さんに，デー トをする

ように勧 めています。た くさんの人 と友達になってほ し

いのです。主の宮で正 しい結婚をするための段 階を踏ん

でい くのは，大切なことです。しかしそのときに，この

先には立ち入 らないという境界線を定めてください。

.ギャラバ ッド卿 はこう言い ました。「わた しの強 さは

十人力。心に汚れがないからだ。」(ア ルフレッ ド・テニ

ソン，5frGalahad『 ギャラバ ッド卿』)

徳 を守ることか ら来るこの力は，皆さんが主を愛する

人々の偉大な軍勢に加 わり，主の栄光の業 を前進 させた

い と願うときに必要 となるものです。

これと似たもう一つのことに触れたいと思い ます。粗

野で不作法な，汚れた言葉 についてです。 こうした言葉

は至 る所で聞かれ ます。主 は御自分の指で石の板にこう

刻 まれました。「あなたは，あなたの神 ，主の名を，み

だりに唱えてはならない。」(出 エジプ ト20：7)
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だ，悲 しく思うだけです。結果がどうなるか分かってい

るか らです。

わたしは12歳 のときに執事定員会の会長会で働 く責任

に召されて以来，この教会のいろいろな役職を経験 して

きました。また過去60年 間，教会執務ビルで仕事 をして

きました。中央幹部 として召される前から，わたしは歴

代の大管長やそのほかの中央幹部の方々と知 り合いにな

りました。そ して早い時期に，彼 らも人間であって，細

かな点から言えば不完全 な人であると，分かるようにな

りました。 しかし，わたしが言いたいのは，世の中でこ

れほ どすば らしい人 々は見つか らない と感 じたことで

す。彼 らにも批判してくる人がいて，悪口を浴びせ られ

ていました。不平分子 と背教者の文書や話に対処 しなけ

ればな りませんで した。 しか し，それ ら中央幹部の名が

感謝 と敬意をもって人々の記憶にとどまる一方で，彼 ら

を批判 した人々の名は忘れ去 られて しまいました。

教会執務ビルで働いていた若いころ，十二使徒評議会

会長から，同僚 と一緒に教会法廷 に関す る文書を届けに

行 くように頼 まれました。相手の人は，教会に批判的で

背教的な要素の強い書物 を何冊か著 していました。会員

記録はカリフォルニアのステークにあったのですが，当

時彼はソル トレーク ・シティーに一時的に滞在 していま

した。そのため，彼のステーク会長が教会法廷に関する

文書をソル トレークに送 ってきたので した。

わたしと同僚 は二人とも長老でした。わた したちは彼

が住んでいる家 に出かけて行 きました。わた しが訪問の

目的を告げると，彼はわた したちを家に招 き入れて， ド

アから離れた部屋の奥にあるいすに腰かけるよう合図 し

ました。そ して， ドアのそばに立ちました。相手が怒 り

の気持ちを存分 に吐 き出してしまうまでは帰 してもらえ

そうもあ りませんで した。男の言葉は悪意に満ちていま

した。脅迫までして きました。 しか し，彼が手を上げて

こなかったのは，幸いでした。わた したちは二人とも大

柄ではなかったのです。用事が済む と，わた したちは入

り口の所まで行 って ドアを開け，その場を後にしました。

彼が生きている間，その著書は大勢の人に読 まれ，読

者たちは彼 の背教的な考えをほかの人 々に広め ました。

また，た くさんの人が読んで，特定の中央幹部への彼の

非難を受け入れました。彼の背教的な考 えや中央幹部へ

の批判はどちらも誤 りでしたが，彼の本 を真実のもの と

して受け入れた人々が実際に存在 したのです。

やがて彼は教会か ら破 門されましたが，それは彼の怒

りを増 しただけで した。 自らの誤ちを認めるどころか，

ます ます怒 りを募 らせていきました。ところが，突然彼

のことが話題に上 らな くな りました。だれも彼に興味を

示さな くなったのです。彼がこの世 を去ってもう長い年

月がたちました。もうだれも彼のことを覚えていません。
一緒に書類を届 けたあの同僚でさえ，次の世に行 きまし

た。彼の名前 を覚えているのは，今ではわたしだけでは

ないで しょうか。

今のわたしたちの中にも，このような人が多少います。

過去にもいましたし，これからもいるで しょう。彼 らは

教会の落ち度を見つけるために，人生を無駄 に過ごして

い ます。教会の歴史 を掘 り起 こし，否定的な断片をすべ

て集めます。また中央幹部の言葉を調べて，欠点を探そ

うとします。もしかしたら，・今晩わた しが語 ることにつ

いても，懐疑心をもって耳を傾けているか もしれません。

そのようにして時間を無駄 にしていることを残念に思い

ます。わたしは彼 らのことを考えるとき，彼 らがそうし

た態度を改め，考えを変えて教会に戻るように，そして

その才能を王国の建設のために使 うように説得できた ら

と思います。しかし，わたしの意向を受け入れる気持ち

はなさそ うです。

彼 らは今，自分たちを照 らす太陽の輝 きを楽 しんでい

るようです。でもその太陽もやがては沈み，彼 らは忘れ

去 られて しまうのです。
み わざ こんにち

この御業が今 日の驚 くべ きレベルまで発展 したのは，

批判する人々の力ではないとい うことを忘れないで くだ

さい。信仰 を持ち，大 きくても小 さくても自らの分 を果

たし，それを広げていった兄弟姉妹 によって，この御業

は進展 してきたのです。

さて，わたしは皆 さんに思慮深 くあってほ しいと願っ

ています。それ も主の業にあって，建設的かつ肯定的な

形で思慮深 くあってほ しいと思います。皆 さんが加わっ

ているこの教会は，どこにでもある平凡な組織ではあ り

ません。まさしく地上における神の王国なのです。ダニ

エルが示現で見た，人手によらず山か ら切 り出された石

が転が り出て，全地 を満たそうとしています(ダ ニエル

2：44-45;教 義 と聖約65：2参 照)。 この業について黙

示者 ヨハネはこう語っています。「わた しは，もうひと
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べ き概念が展開されている と感 じます。 この言葉は学問

について語つています。現在 と将来について語っていま

す。成長と発展 について語っています。建設的で，肯定

的で，すば らしい聖句です。

わたしはだいぶ前にこの聖句 を暗記しました。わたし
「にとってこの聖句は

，すばらしいチ ャレンジを与えて く

れるものであ り，また御父であるわたしたちの神か ら授

かった壮大な約束がいっぱい詰 ったものなのです。
くらやみ

暗闇や悪や罪か ら幸福が来るという，愚かな考えを持

たないで ください。幸福は主が示 された道に従うことに

よって もたらされます。それを忘れないで ください。も

う一度言います。信仰の道 をわたしと一緒に歩みましょ

う。
あかし

結びとして，この業に対するわたしの証 を残 したい と

思います。この世の標準からすれば，わた しは老人です。

一般の引退する年齢を20年 も超えてしまいました。でも，

老いたとは感 じていません。わたしたちが携わるこの業

に対 して，熱烈な思いを抱いています。なぜでしょうか。

それは，この業が全能者の業であ り，諸天の下のあ らゆ

る業に勝るものであることを知っているか らです。

この世 と永遠 にわたることについて言えば，それより

大切 なものは何 もあ りません。主はこう言われました。

「永遠の命とは，唯一の，まことの神でいますあなたと，

また，あなたがつかわされたイエス ・.キリス トとを知る

ことであります。」(ヨ ハネ17：3)

これが永遠の命です。わたしたち一人一人への御父の

幸福の計画です。神であ られるわたしたちの永遠の御父

は生 きておられます。イエスは神の愛す る御子であ り，

御父の長子であり，肉における独 り子であ り，世の救い
あがな しょくざい

.主，蹟い主であり，その瞭罪の業によって，わたしたち

に永遠の昇栄の機会 を与 えて くださいました。 ジョセ

ブ ・スミスは，過去において も現在 においても預言者で

す。『モルモン書』は真実です。1830年 にニュー ヨーク

州パルマイラで出版されて以来，いろいろな批評家が，

その起源は偽 りであると証明しようとしてきました。 し

かしそのような試みは水泡に帰 しています。『モルモ ン

書』は年を追 うごとにさらに大勢の人々に読まれ，ます

ます多 くの人々の心を捕 らえています。考えてみて くだ

さい。1994年 には374万2，629冊 の 『モルモ ン書』が配

布 され，『モルモ ン書』またはその一部が翻訳 されてい

る言語は，今や88か 国語に上っているのです。

わたしたちには神権があ ります。神権 は実在 します。

神権 には力があります。神権は真実です。わたしたちに

は啓示の霊があります。わたしは皆さんに，車 はいかな

る人にも教会を間違った方向に導 くことをお許しになら

ない， と証します。主は命 と死 を支配する力 を持ってお

られます。この教会は主の教会であり，人の教会ではあ

りません。主は主の教会が守 られ，発展 を遂げ，教会員

が神の言葉によって養われることにより，その定められ

た使命を達成す ることを見届けようとしておられます。

前に話 しましたが，皆さんもわたしも含め，今，教会

員は人々か ら注目されています。わた したちには永遠の

御父の業を助けるという大いなる機会が与 えられている

のです。 「われら受 けし信仰持 ち，殉教者の持つ真理を

信じ」ましょう(「シオンの若者，真理を守 り」『賛美歌』`

163番)。

わた しの友である愛する若人の皆 さん，わたしが皆さ

んを愛 していることを知 っていただけた らと思います。

皆 さんが徳 と義，熱意 と学究，愛 と尊敬の人生を送ると

きに諸天が開かれ，祝福が注がれるように祈っています。

そして，主が求めてお られることを理解 して実行すると
み な

き に平 安 が あ る よ う， イ エ ス ・キ リ ス トの御 名 に よ り，

へ り くだ っ て 祈 り ます 。 ア ー メ ン。 □

ホ ー ム テ ィー チ ャ ー へ の 提 案

こんにち まんえん

1.末 日聖徒は今 日どこにでもある性 と暴力の蔓延か

ら身を遠ざけるようにします。徳高 くあって ください。

2.末 日聖徒は今 日広 く用いられている，粗野で不作

法な汚れた言葉を避けるようにします。会話の技術 を養

って ください。

3.末 日聖徒 は教会 とその指導者に批判的にな らない

ようにします。主の業に対 しては建設的で肯定的な思い

を持 って ください。

4.わ た したちには民 として喜ぶべ き理 由がた くさん

あります。わたしたちには神権があ り，啓示の霊があ り

ます。主はいかなる人にも教会を迷いに陥れることをお

許しになりません。
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強 したが らない と言って親や教 師に しか られ，

うんざ りした経験 はだれにで もある ものです。

わたしの耳の奥には，ある ドイツ語の教師に言われた言

葉が今で も残 っています。彼女はわた しの机 のそばに立

ち，わた しと目を合 わせ るやい なや こう言 いま した。

「ドゥ ・ビス ト・アイン……」その言葉を訳す と，「あな
.たのような勉強嫌いの怠け者は，いつかそのことで惨め

な思いをするわよ」 という意味です。実際に，わたしは

そのように.感じています。学ぶに遅 く，自分に力のない

ことを経験 した様々な思い出は，確かに惨めなものです。

ドイツ語の教師や，ピアノの教師，そのほかにも多 くの

人々か ら積極的に学ぼうとしなかったことを悔いる気持

ち以上に，わたしが長い間自分の心を苦 しめて きたのは，

信仰，悔い改めの原則，聖霊，慈愛などを用いるように

主が教えて くださったはずなのに， 自分がそれに心を向

「すると，ヤレ ドの兄弟の目から幕が取 り除かれ，彼は主

の指を見た。……ヤ レ ドの兄弟は恐怖 に打たれ主の前に

倒れた。」(エ テル3=6)

けられなかったということです。、

皆 さんにわたしと同じような，悔いる気持ちがあれ

ば 多少はあると思 うのですが また， もっとよく

学びたい という気持ちがあれば，ヤレドの兄弟の生涯の

中に慰め と教訓を得 られるでしょう。ヤレ ドの兄弟 とと
けんそん

もに，謙遜にな りましょう。エテル書 には彼の生活を変
しっせき

えた主か らの叱責について書かれていますが，それは皆

さんの生活を変えるのにも役立つでしょう。

「さて，4年 の終わ りに，主は再びヤ レドの兄弟を訪

れ，雲の中に立って彼 と話 された。そ して，主は3時 聞

ヤレドの兄弟と話 し，彼が主の名を呼ぶことを思い起 こ

さなかったので，彼 を懲 らしめ られた。」(エ テル2：14)

この悲 しむべ き記録 に出てい る数字，す なわち，「4

年」 と 「3時間」は，ヤレドの兄弟が抱えていた問題 と，
かぎ

それに対す る主の解決策を理解するための鍵です。ヤレ

ドの兄弟，そ して彼 に率いられた民や家畜は旅の途中で

4年 間一つの所 に足 をとどめました。 しか し，彼 らは多

くの水を渡って約束の地へ行 くはずで した。そ して，主

は1分 や5分 ではなく，3時 間を使 ってヤレ ドの兄弟が主

の名を思い起こさなかったことを叱責 されたのです。こ
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の 「4年」 と 「3時間」 は，学ぶ ことの妨 げと学びへ の

道についてわた したちに何 を示 しているでしょうか。

わた しは，この 「4年」 という重大な問題は，バベル

の塔：の混乱とともに始まり，アジアの道なき荒れ野を進

む旅の中で停滞的な状況 にあったことから生 じたものだ
しっせき

と考えています。そ して，その主の叱責の後には，すべ
あらし

てにおいて主の指図に従いなが ら，嵐が逆巻 く深い海を

渡って，全地の中でえり抜 きの約束の地へ行 く旅が待ち

構えていたのです。スペ ンサー ・W・ キンボール長老は

総大会の席上この劇的状況について次のように話 してい

ます。

「この並ぶ もののない書物は，航海者たちの好奇心を

そそることでしょう。そこには，距離，規模，危険さに

おいてとて も信 じられない，前例のない旅が記録 に納め

られています。それは，大海原 を渡る大航海，バイキン

グたちよ りも何世紀 も前の時代 の世界をまたにかけた

旅，そして嵐，暗礁，ハ リケーン，反乱 など，考 えられ

る危険がすべて詰まった航海でした。最初に記録 されて

いるこの航海は，約40世 紀前に行われました。長い外洋

の航海に耐え得 るその数隻の船は，一般 に知 られている
う か し

帆 もエ ン ジ ン も， 櫓 も舵 も な く， ノ ア の 箱 船 と近 い 時 代

に 造 られ ， 構 造 も似 て い ま した 。 船 の 長 さ は1本 の 木 の

長 さで ， グ レー ビ ー ソー ス の入 れ 物 の よ う にへ さ き と と

も は とが っ て お り， 皿 の よ う に透 き 間 が な く(エ テ ル2

：17参 照)， 屋 根 と船 底 に は 一 つ ず つ 穴 が あ り， 船 内 は

溶 か し出 した 石 で 照 ら され て い ま した(エ テ ル2：20;

3.1参 照)。 恐 ら くラ ジ ウ ム か 何 か ， 現 代 の 科 学 で もま

だ解 明 で きな い 物 質 で 照 ら され て い た の で し ょ う。 水 の

上 に 軽 く浮 い た 鳥 の よ う に ， この 船 団 は 風 と海 流 に運 ば

れ ， 恐 ら く北 ア メ リ カ西 岸 の あ る地 点 に上 陸 し ま した 。」

(OoηfbreηceRepor亡 『大 会 報 告 』1963年4月 ，pp63-64)

この 危 険 に 満 ち た旅 を指 揮 し た の は ヤ レ ドの 兄 弟 で し

た 。(ほ か の 資 料 か ら ヤ レ ドの 兄 弟 の 名 前 は マ ホ ン ラ

イ ・モ リア ン カマ ー で あ る こ とが 分 か っ て い ます 〔ジ ョ

ー ジ ・レイ ノル ズ"TheJaredites"ノ'ロveη11e血s亡rロc亡or

「ヤ レ ド人 」 『ジ ュ ブ ナ イ ル ・イ ンス トラ ク タ ー 』1892年

5月1日 ，p282脚 注 参 照 〕。)先 に 述 べ た4年 を 除 い て ，
けんそん

記録に残 された彼の生涯は，謙遜に学ぶ心 と大胆に行動

する能力が一つに融合 したことを示 しています。一般的

には難 しいとされるこの二つの特質の融合が，エテル書

の始めの部分に示 されています。主が塔を造 る者たちを

混乱させ られた ときの物語の中には，彼 自身の力 と，ヤ

「そ して ，主 は3時 間ヤ レ ドの兄弟と話 し，彼が主の名

を呼'3に とを思い起こさなかったので，彼を懲 らしめら

れた。」(エ テル2：14)

レドの言葉 をそのまま聞き入れる態度が，背景 として描

かれています。

「ヤ レドの兄弟 は体の大 きな強い人であ り，主か ら大

いに恵みを受けていた人であったので，彼の兄弟ヤ レド

は彼に言った。『主がわたしたちの言語 を乱 して，わた

したちが自分たちの言葉 を理解できなくなることのない

ように，主に祈 り願ってほしい。』

そこで，ヤ レドの兄弟が主に叫び求めた ところ，主は

ヤレ ドを哀れんで，ヤ レドの言語 を乱 されなかった。そ

のため，ヤレ ドと彼の兄弟 には言語の混乱はなかった。」

(エテル1：34-35)

マホンライ ・モリアンカマーは自分 と兄弟のためにそ

のような祝福を得た後で，再びヤ レドの勧 めを受け入れ，

自分たちの友人 も乱されないようにと祈 りました。そし

て，その願いも聞き届けられたのです。そ してもう一度

彼 はヤレドの勧めを受け入れ，自分たちを約束の地へ導

いて くださるよう神に願い求めました。そ して，その願
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いも聞き届 けられたのでした。そ して，彼はそれ らの祝

福以上のものを得 ました。指導者の召 しを授けられたの

です。

「そ こで主は，ヤ レドの兄弟の祈 りを聞 き，彼 を哀れ

んで言われた。

『行って，あなたの家畜の群れを全種類雄 も雌 も集め，

また地の種 も全種類にわたって集めなさい。また，あな

たの家族 と，あなたの兄弟ヤ レドと彼の家族，あなたの

友人たちと彼 らの家族，ヤ レドの友人たち と彼 らの家族

を集めなさい。

そ して，あなたはこれを終えたら，彼 らを率いて北方

にある谷に下って行きな さい。そこでわた しはあなたに

会おう。そして，わた しはあなたの前を行き，地のあら

ゆる土地 に勝 ったえ り抜 きの土地へ とあ なた を導 こ

う。』」(エ テル1：40-42)

神ばか りか，兄弟の勧告 も受け入れ られたこの人は，

祝福 を授けられたその理由について，神から次のように

言われました。「わたしがあなたにこのように行うのは，

あなたがこのように長い間わたしに叫び求めてきたか ら

である。」(エ テル1：43)体 の大 きな強い人であったマ

ホンライ ・モリアンカマーに民を指導する責任が与えら

れたのは，彼 に行動力があったからです。しか し，それ

は彼が召された理由のごく一部に過 ぎません。何 より彼

が，旅の実際的な面の詳細 について常に教 えを下 さる主

に頼っていたか らなのです。

「そこで主は彼 らに，荒れ野の中へ，すなわち，これ

まで人が決 して住んだことのない地方へ行 くように命 じ

られた。そして，主は彼 らの前を行かれた。また，主は

雲の中に立って彼 らと話 し，彼 らの旅をする方向につい

て指示 を与えられた。

そこで，彼 らは荒れ野を旅 し，数隻の船 を造ってそれ

で多 くの水 を渡 り，絶えず主の手 に導かれて行 った。」

(エテル2：5-6)。

兄弟の勧告 を受け入れる度量を持 ち，力強い祈 りを主

に聞き入れられて祝福 を受け，人々とあらゆる種類の家

畜の群れを率いて荒れ野 と海を越え，最後に大海の岸ま

でたどり着 くだけの強さを持 った人が，天幕を張 り，主
しっせき

を忘れたことで4年 後に叱責を受けたのは，一体 どうし

てなので しょうか。

その4年 についての記述の短 さそのものが，多 くのこ

とを語 っています。

「さて，わたしは自分の記録 を続けよう。見よ，主は

ヤレ ドと彼の同行者たちを，陸地 と陸地を分けている大

海 まで導かれた。そこで彼 らは，海に着 くと天幕 を張 り，

その場所 をモ リアンカマーと名付けた。そして，彼 らは

天幕に住んだ。彼 らは4年 間，その海岸で天幕に住んだ。」

(エテル2：13)。

人々が重荷 を下ろしてほっ とした，そのため息が聞こ

えないでしょうか。家畜の群れは海岸の草地でえさを与

えられ，天幕が張 られて，その地は自分たちを率いてき

た偉大な指導者にちなんでモリアンカマーと名付けられ

ました。その間に人々が 「主の名を呼ぶことを思い起 こ

さなかった」理由については書かれていません(エ テル

2：14)。 しか し，わたしたちは自分 自身の経験 を振 り返

ることによって，そのヒントを得るかもしれません。名

も知れぬ荒れ野や異郷の海を前にして，さらにそこから

新たな地への旅が始 まり，愛する者が病に倒れるか もし

れな くなるとしたらどうでしょうか。わたしたちの心は

へ りくだ り，祝福 を願い求めることで しょう。そ して，

その願いがかなえられたときには涙にむせぶのではない

でしょうか。 しか し，天幕が張られ，祝福を求める必要

性が感 じられなくなった とき，主を忘れ，「自分 自身の

勇気や努力があったればこそ」 という気持ちになるのは

たやすいことです。周囲の状況 を見て， 自分をたたえ，

成功は己の努力によるものだと考え，大切なものを忘れ

がちになるのはよくあることです。多 くの人々は，人生

のかなりの時間を様々な危険なことに費や しています。

その危険性は非常に感知 しに くく，いともたやす く自分

自身を頼む気持ちが出てきます。そして，兄弟や神の勧

めを受け入れることが難 しくなるのです。

もしモ リアンカマーに対 して叱責がなかったら，あま

り望 ましい結末にはなっていなかったことでしょう。ま

たわたしたちも，はるかに有益 な手本 を得 られなかった

ことでしょう。ヤ レドの兄弟は悔い改めました。

「そ こでヤ レドの兄弟は，自分が行った悪を悔い改め，

自分 とともにいた同行者たちのために主の名を呼んだ。
ゆる

する と，主は彼に言 われた。『わた しはあなたを赦 し，

またあなたの同行者たちの罪 を赦そう。あなたはもう罪

を犯 してはならないδあなたがたは覚 えてお きなさい。
み たま

わたしの御霊はいつでも人を励 ますわけではない。 した

がってあなたがたは，罪 の熟するまで罪を犯すな らば，

主の前か ら絶たれるであろう。これが，受け継 ぎとして

あなたがたに与 える土地についてのわた しの考えであ

る。なぜならば，この地は，ほかのあらゆる地 に勝った
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えり抜 きの地だか らである。』」(エ テル2二15)。

悔い改めたことで，へ りくだって学ぶ心が戻 ってきま

した。モ リアンカマーは，船の建造について前 に受けて

いた指示にまた従い，船内の空気不足の問題も，主の詳

細な指示のままに解決していきました。そのとき，彼 は

光の問題を主の前に持 っていきました。その質問に対す
けんそん

る主の答えは，謙遜に学んでい くことについて，ほかの

面か らも光 を投 じています。それは，生徒が自分のなす

べき分 として，進んで予習 をすることの大切 さと言うこ

とがで きます。

主は船内に光を与えるための方法を無数に御存 じで し

た。 しかし，主は問題の輪郭が明らかになるまで時間を

かけ，モリアンカマー自身が解決策を提示するまで，助

けを与えられませんで した。ヤ レドの兄弟 は問題解決の

ために自分にできるすべてのことをし，その後で主にし

ていただ くことを明確にしました。

「主はヤ レドの兄弟に言われた。『あなたがたは，船

の中に光があるようにするために，わたしに何をして も

らいたいのか。窓はばらばらに砕 けるので，見 よ，窓を

付けることはで きない。 また，火 を携えることもない。

火の光を使って旅 をすることはないか らである。

見 よ，あなたがたは，海の中の鯨のようになるであろ

う。山のような波があなたがたに打ちつける。 しか し，

わたしは再び海の深みか らあなたがたを連れ出そう。風

はわたしの口か ら吹 き出 し， また雨 と多 くの水 もわたし

は送 り出 した。

見 よ，わたしはこれらのものに対 してあなたがたを備

えさせる。わた しが海の波 と，吹 きつける風 と，寄せ来

る多 くの水に対 してあなたがたを備えさせなければ，あ

なたがたはこの大いなる深みを渡ることができないから

である。 したがって，あなたがたが海の深みにのまれる

ときに光があるように，あなたがたはわたしに何をして

もらいたいか。』」(エ テル2：23-25)

ヤ レドの兄弟は透 き通った16個 の石を溶か し出して，

シー レム山で，問題解決策の一部 として，その石が光 を

発するようにするという，自分にはできないことについ.

て主に助けを求めました。 しか し彼は，忙 しく動 き回っ

ている親に子供が頼むような方法 も，教室の席の問を通

り過 ぎる教師に生徒が頼み事 をす るような求め方 もしま
ゆる

せんでした。彼はまず，赦 しを求め，次に数々の祝福 に

感謝 しました。そして神の力への信仰 を宣言しました。

主はその石に指 を触れることによってヤレ ドの兄弟の

考えた解決法 をよしとされました。する と，マホンラ

イ ・モリアンカマーの目か ら幕が取 り去 られ，彼 は主の

指を見 ました。彼 は驚いた ものの，主に姿を示 してくだ

さるように求めました。主はその願いを聞き入れ， さら

にはこの世の歴史のすべてを示 されたのです。ヤ レドの

兄弟に示 された事柄はあまりに驚 くべ きことで㌢ その記

録はわたしたちにそれを受け入れる備 えができる時が来

るまで封 じられています。 ジ ョセブ ・フィールディン

グ ・スミス大管長は総大会の席上，わた したちがその祝

福 にあずかるためにはどうしたらよいかについて，次の

ように話しました。

「さて，主は教会の会員であるわた したちを試 しの状

態に置かれた。す なわち，一部分の記録を 『モルモ ン書』

として授け，わたしたち教会員がその中の勧告に従 って

信仰 を確立できるようにされた。そして，わた したちが
一時期のニーファイ人の ように

，与 えられるままに進ん

で戒めを守って信仰 を表すならば，主はほかの記録 を世

に現 して，授けてくださるのである。 しかし，それを受

ける備えがわたしたちにで きていない。 なぜだろうか。

それは，すでに与えられた記録を読んでその勧告 に従う

という点で，わたしたちが試しの状態の条件 を満た した

生活をしていないか らである。」(『大会報告』1961年10

月，P.20)

この誇張のない言葉は，「わたしたちはマホンライ ・

モリアンカマーのように，悔 い改めた後 も学んでいかな

ければならない」 と，教えているかの ようです。戒めを

学び，守ることに対する怠惰，あるいは熱心 さの欠如は，
し かん

ヤレ ドの民の4年 間の弛緩状態 に似ていると言えるので

はないでしょうか。

ヤレ ドの兄弟がしたように，心 を開いて学ぶなら，わ

たしたちは彼が残 した霊的な祝福の記録 をいつか受ける

ことができるでしょう。 この物語は，そのような祝福に

あずかるのを妨げている大 きな障壁はチ霊的な勧告を受

け入れなかった り，主を呼び求めることを忘れた りした

ときに陥る危険への鈍感 さである， という点を示唆 して

いるのではないで しょうか。またこの物語は，これ らの

祝福 に至 る大切な道，す なわち信仰についてもよく教え
しっせ き

ています。主がモリアンカマーへの叱責 と教えを示 され

たそのときの状況と愛が，わたしたちに明 らかに示 して

いる教訓は，熱心な祈 りは聞き届けられるということで

す。

ブリガム ・ヤング大管長は，エテル書に記録 されてい
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「見よ，あなたがたは，海の中の鯨のようになるであろ

う。山のような波があなたがたに打ちつける。 しか し，

わた しは再 び海の深みか らあなたがたを連れ出そう。

風はわた しの 口か ら吹ぎ出 し，また雨と多 くの水もわ

た しは送り出した。」(エ テル2：24)

る数々の際立った示現に心 を奪われることなく，わた し

たちがまず最初に学ぶべ き教訓に注意を喚起するよう教

えています。

「墓地へ行って何十人 もの死者 をよみがえらせるほど

の信仰 を持っていたとしても，また，神の指を見るほど

の示現 を開かれた として も，それだけで末 日聖徒 と認め

られることはあ りません。では， どうすればよいので し
けんそん

ようか。神 と人の前を謙遜に歩 むために，また，悪い行

いをやめ，善をなし，神のロか ら出るすべての言葉 に従

って生 きるため に，主の戒めを守るなら，示現を受ける

か否かにかかわらず，あなたは末 日聖徒 と認め られるの

です。」(∫ourηalofDfscoロrses『 説教集』3：211)

この言葉 は，「ヤ レドの兄弟あように目を見張る示現

を受ける人はほとん どいないのだか ら，自分たちの心に

何度 も浮かんで くるモ リアンカマーのあの ときの情景

(山上でまばゆい光を放つ石)に ，美 しい海辺の土地で

静かに過 ごしたあの4年 の歳月の情景 と，3時 問に及ぶ
しっせき

主の叱責の情景を重ねて見るように」 と勧めているよう

に思えます。海辺の地に張 られた天幕 は，人跡未踏の荒
あらし

れ野にいるときや，霊的な嵐の逆巻 く大海に飲み込まれ

るときだけでなく，常 に主に頼 り，感謝すべ きことを思
はん りよ

い出させてくれます。そ してわた したちが子供や伴侶 と

行 う面接 よりも長い，あの3時 間に及ぶ面接 は，わたし

たちには忍耐 と愛に満ちた教師が与えられていることを

思い出させて くれます。自分の必要を感 じ取る心と主の

助けに対する信仰があれば，わた したちは学ぶことにた

けたあのヤ レドの兄弟か ら，大切な教訓を学べ るはずで

す。

ヤレ ドの兄弟はその最後の行いか らも分かるように，

生涯 にわたって素直 に受け入れる姿勢 を持ち続 けまし

た。彼は，民に王を与えるようにとの，兄弟の勧めを受

け入れました。 自分自身は，そうすることで民が囚われ

の状態に陥る，と確信 していたにもかかわらずにです。

また， 自分自身の力 と天から与えられた未来への示現が

あったにもかかわらず，モリアンカマーは揺るぎない勧

告 をさらに求めました。明らかに，わたしたちが天につ

ける事柄 を学びす ぎてお互いか ら何 も学べ ない というこ

とはあ りません。□
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妻に奉仕することの意味

「妻に奉仕する」 とは，妻の必要を知ることであ って ，妻か ら助 け

を求め られるの を漫然 と待 って いることで はあ りません 。彼女の

おかげでそれが分か りま した。

ゲ ー リー ・L・ グ レイ

妻
のク リス とわ た しは，18年 以上

にわ た って最 良 の友 と して ， ま
はんりよ

た伴侶 として生 活 して きま した。 結婚

生活 の 浮沈 をと もに支 え合 い ，喜 び も

悲 しみ も分 か ち 合 い ，7人 の 子供 た ち

と一緒 に キ リス トを中 心 とした堅 固 な

家庭 を築 こ うと努 めて きま した。

です か ら，神 権 指導 者会 で 「妻 に奉

仕 す る」 とい うテーマ で話 す責 任 を与

え られ た とき， わた しは とて も燃 え ま

した。 教義 上大 切 な ポ イ ン トを幾 つ か

押 え て骨組 み を作 り，福音 を解 説 す る

箇 所 も入 れ，力 強 く，福音 を中心 に し

たす ば ら しい 原稿 が で きた と思 い ま し

た。結 婚生 活 と家 族 の永遠 性 を核 に し

て，女 性 の役割 に関す る預言 者 の言 葉

を ま とめ ，女性 を助 け る男性 の責 任 を

強調 しま した。

あ る 日， わた しは仕 事 を終 えた後 も

職場 に残 り，話 の細 部 に手 を加 えて か

ら， 弾 む気 持 ち で帰 途 に就 き ま した。

妻の ク リス は これ までず っ と 「最初 の

聴衆」で した。集会 で実 際 に話 す前 に，

わ た しが ま とめ た話 と考 えを彼 女 に聞

い て も らうので す。 わ た しは妻 の支 え

と励 ま しをいつ も心 の よ りどころ に し

て きま した 。 きっ と彼女 は この 話 を気

に入 って くれ るだ ろ う。そ う思 い なが

ら家 路 を急 ぎま した。

「ク リス ，少 し時 間 を くれ るか い。」

ドア を開 けて家 に入 るな り， そ う切 り

出 しま した。

「お 帰 りな さい。 す ぐに行 くわ。夕

食 の準 備 が で きた らね。」 台所 か ら妻

の返 事 が聞 こえ ます 。





うに言 い， つ いで に洗 濯物 を洗 濯 機 に

入 れ て回す よ うに言 い ま した 。 わた し

が 次 の言葉 をロ にす る前 に，今 度 はケ

イ トリンが 楽譜 を持 って走 って 来 ま し

た。 ク リスが合 唱 コ ンクール で使 うた

めに注 文 して いた もの です 。

「ち ょっ と，そ れ はだ め。」100枚 ほ

ど も楽 譜 の入 っ た箱 を，急 に取 り上 げ

よ う としま した。 「1日が か りで ，息継

ぎの箇所 と歌詞 の注意 点 に印 を付 け た

の よ。 ケ イ トリン に落 書 きされ た ら，

た ま らな いわ。」

「とにか く，わた しの話 だ け ど……Q」

妻 が戻 って来 る と， わた しは話 を続 け

ま した。「テ ーマ はね ，『妻 に奉仕 す る』

なん だ。神 権 者 は ど う した らもっ と妻

に奉 仕 で きるか ，意見 を聞か せ て くれ

ない か なあ。 そ う した ら， 自分 の原稿

の内容 が どれ く らい核 心 に迫 ってい る

か分 か る と思 うん だ。」

「あ なたの 考 え を先 に聞か せ て くだ

さ らない 。」 台 所 か ら聞 こ え て くるや

か ま しい雑 音 に混 じって 妻が 言 い ま し

た。

「まだ大 ざ っぱ な原稿 な んだ け どね。

君の考 えを聞 い た ら，話 の足 りな い部

分が 見 えて くる と思 うん だ 。 だ か ら，

妻 は何 をい ちば ん必 要 と してい るか 聞

かせ てほ しい ん だ。」

ク リス は少 しの問 考 えて か ら，次 の

よう に言 い ま した。 「妻 とい う もの は

ね，家 族 み んな のた め に働 いて い る と

き，喜 んで手伝 って くれ る人 を必要 と

して い る と思 うわ。掃 除 ，料 理 ，買 い
せいとん

物 ， 子育 て， 整理 整頓 を不平 を言 わず

に快 く手伝 って くれ て， 必ず しもね ぎ

らい や感 謝の 言葉 が な くて も喜 ん で手

伝 える人 ね。 そ うい うこ とは あな たの

お話 に入 って い る?」

「いや ， 入 れ て い なか った 。」 思 わ

ず 目を伏せ て しまい ま した。

妻 は さ らにテ ーマ の核 心 を突 い て き

ま した。 「そ ん なふ う に手伝 っ て くれ

る人 は， きっ と家 族 の 一人 一人 が何 を

必 要 と して い るか， 予測 で きる人 で し

ょうね。 子供 が 親の 関心 を必要 と して

い る ときに ， 自分の こ とを後 回 しにで

きる人 よ。 きっ と， 家族 の 気持 ちをす

ぐに見抜 け る人 だ と思 うわ」 と続 け ま

した。

「そ れ も わ た しの 話 に は な い よ 。」

しか し，わ た しの話 にだ って ，大切 な

こ とが た くさん盛 り込 まれ て い るはず

です 。 「じ ゃあ， 神 権 は ど うか な。 妻

に とっ て， 夫が神 権 を持 って い る こ と

は，大 切 だ よね?」

妻 は に っ こ りしま した。 そ の ほほ え

み はわ た しが大切 な点 を見 落 と して い

ない こ とに安 心 した しる しだ った の で

し ょう。

「そ う よ。 わた しに とって大 きな意

味が あ るわ 。で も大 切 な こ とは， た だ

神 権 を持 ってい るだ け じゃ な くて ，神

権 を使 う こ とよ。神 権 者 は神権 を行 使

して ，妻 を どの よ うに祝 福 で きるか考

え るべ きだ と思 うわ 。妻 とい うの はね ，

夫 に助 け を求め た り力 を貸 して も らっ

た り しな くち やい け な くな っ た と き，

夫 は妻 の必 要 にほ ん と うに気づ い て く

れ てい るの か しらって ，不 安 に なる も

の よ。妻 の 必要 や ，感 情 の起伏 ， 日々

受 け る試 しに心 を配 って くれ る夫 を持

つ妻 は， 自分が 大切 に されて い るっ て

感 じるで し ょうね。」

「あ りが と う。」 わ た し は妻 に礼 を

言 って キス を し， さ らに意 見 を求 め て

こ う言 い ま した 。 「ほか に奥 さん に奉

仕 で きる こ とって， あ るか なあ。」
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「二 つ あ る と思 う わ。」 ク リス は言

い ま した 。.「まず ， 夫 は 妻 の 言葉 に耳

を傾 け るこ と。奥 さんが テ レビや新 聞

や ほか の じ ゃま者 と競 争 しな くて も，

ご主人 と話 が で きる こ とね 。 ご主 人 は
はんりよ

永 遠 の伴 侶 が 言 お う と して い る こ と

に，心 か ら耳 を傾 けて ほ しい わ。 も し

わ た した ち夫 婦が 永 遠 に一緒 にい るつ

も りな ら，お互 い の考 え ，意見 ，悩 み，

不 満， そ れ に希望 も知 って おか な くて

はい け ないで し ょう。」

わ た しは まだ郵 便 物 を握 り締 め てい

た こ とに気 づ い て， テ ー ブル にそ っ ど

置.きま した。

「二 つ 目はね ，妻 をひた す ら愛 して

ほ しいの 。 目の 回 る よ うな忙 しい1日

が 終 わ って， 気 が短 くな って い る とき

や ，心 に不 満 が残 って い る と きの 妻 を

愛 して ほ しいの。 夕 食 を焦 が して しま

った か も しれな い し， 自分 で 自分 が嫌

に な って い る か も しれ ない し， 妊娠4

か 月半 にな った ときに もう一人 子供 を

育 て られ る か ど うか 自信 が な くなって

い るか も しれな い， そ ん な妻 をあ りの

ま ま愛 して ほ しいの。」

そ の夜 ， わた しは話 の原稿 を書 き直

しま した。奉 仕 とい うの は，妻 が助 け

を求 め て きた と きにだ け助 け る こ とで

は ない， とい う点 を強調 しま した 。ス

ペ ンサー ・W・ キ ンボ ー ル大管 長 が語

った ように， ま ことの結 婚 生活 は 「与

え，奉 仕 し， 分 か ち合 い，犠 牲 をさ さ

げ，利 己心 をな くす こ とに よって もた

らされ る」 幸 せ とい う土 台 の上 に築か

れ ます(MarrfageaηdDfvorce『 結婚

と離 婚 』p.12)。 妻 は わ た しに そ れ を

思 い 出 させ て くれ ま した。 □
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家庭訪問メ ッセージ

聖約 に よる受 け継 ぎ

「あなたはわたしの永遠の聖約，すな

わち……わたしの完全な福音を受け入

れているので，幸いである。」(教義と

聖約66：2)

中
央 若 い 女 性 第 二 副 会 長 の ボ ニ

ー ・D・ パ ー キ ン姉 妹 は
， 天 父

が わた したち 一人 一 人 を祝福 して くだ

さって い るの を 目に して きま した。 パ

ー キ ン姉 妹 が そ れ を知 っ て い る の は，
み て

「天父 が 優 しい 御 手 を伸 ば して， わた

し…… を支 え，助 けて くだ さった か ら

で す 。 … … また約 束 や 聖 約 を 交 わ し，

守 るこ とに よ って わた しの 人生 が変 わ

っ た か らで す 。」(「聖 約 を記 念 す る」

『聖徒 の道 』1995年7月 号 ，p.84参 照)

聖約 とは ，神 とわ た した ち の 間 で ，

互 い に交 わ され た約 束 です 。，神 が まず

先 に聖約 し，条件 を定 め， わ た した ち

を 祝福 す る と約 束 され(教 義 と聖 約

82：10;98：3;130：20-21参 照)，

神 が任 命 され た神権 者 を通 して その聖

約 は履行 され ます 。一 方 ， わた したち

は ，聖約 を守 る と約束 し， その とお り

行 うと きに，祝 福 を受 ける ので す。 そ

して， わ た した ちの努 力 は ，主 の業 を

推 し進 め るだ けで な く， わ た した ち 自

身 が天 父 の よ うに なる ため に も役 立 ち

ます。

神の相続入となる

普通 ，儀 式 を通 して示 され る聖 約 を

交 わす こ とに よ り，わ た した ち は神 と

神 聖 な 関係 を結 び ます 。例 えば， バ プ
たまもの

テ スマ を受 け， 聖霊 の 賜物 を頂 くこ と

に よ り，わた した ちは 「キ リス トo子 」

(モー セ6：64-68;モ ー サ ヤ5：7参

照)と 見 な され ます。 そ の よ うな者 と

し て， わ た した ちは 「神 の相 続 人で あ

って… … キ リス トと共 同の相 続 人」 と

せいさん

な るので す(ロ ーマ8：17)。 聖 餐 を受

け る ときに， わ た した ち はこの 聖約 を

思 い起 こ し，い つ もイエ ス を覚 え る よ
はんりょ

う に招 か れ ，そ うす れ ば聖霊 を伴侶 に

で き る とい う約 束 を与 え られ ます 。 ま

た， 神殿 で の儀 式 を通 して， わた した

ち は霊 的 に成 熟 し， 日の栄 えの王 国 で

昇栄 す る ため の備 え と して役 立つ ， さ

らに多 くの聖 約 を交 わせ るので す。

「喜 び… … 聖約 を

固 守 りな さい」

神 との 聖 約 に 入 る と， わ た した ち は

天 父 のすべ て の子 供 た ち に福 音 の メ ッ

セ ー ジ を伝 え る使 者 とな ります 。 これ

を行 う方 法 に はい ろい ろあ ります。 そ

の 中 で最 も基 本 的 な方法 は，伝 道活 動

と家族 歴 史活 動 です 。主 か ら与 え られ

た手段 を通 して 自分 自身 と家 族 を完 全

な者 とす る努 力 も大 切 です 。 わた した

ち に与 え られ た大 い なる召 しは， キ リ

ス トの もとへ 行 き， ほか の人 もそ うで

きる よ うに助 け る ことです 。 それ は多

くの場合 ， た だ行 くべ き所 へ行 き，実

行 す る よ うに 聖約 を交 わ した事 柄 を

矯1

藷 轟

行 う こ とで な され るの です。

ロー ズマ リー ・カ ーテ ィス ・ナイ ダ

ー姉 妹 は
， 忙 しい毎 日を過 ご し， 月末

にな って まだ家 庭 訪 問に行 って いな い

こ とに気が つ い た と きの思 い出 を紹介

して い ます 。 電話 をかけ て済 まそ うか

とい う気持 ちに な りましたが ，訪 問 を

す る ように との促 しを感 じま した。 ナ

イ ダー姉妹 は， あ ま り活 発 で はない姉

妹 の家 を訪 ね，救 い 主が ニ ー フ ァイの

民 を訪 れ た箇 所 を読 ん であ げ たい と思

い ま した 。 ナ イ ダー 姉妹 はこ う述べ て

い ま す 。 「彼 女 は予 想 以 上 に 長 い 間，

聖文 に集 中 して い ま した。何 度 もこ う

言 い ま した6『 後 で も う一 度 こ の箇 所

を見 つ け られ る よ うに，紙 を挟 んでお

きま し ょう。 そ うだ わ， こ こに も挟 ん

でお くわ。』

あの と きの気 持 ち を ど う表現 した ら
み たま

よいで し ょう。 彼 女 の家 に御霊 が 注が

れ てい る のを強 く感 じま した。そ して ，

自分 の多忙 なス ケ ジュー ル は もう大 し

た問 題 で は な くな って し まい ま した 。

わた しは感 謝 の念 で 満た され， その 後

何 日 も力 が増 し加 え られ るの を感 じま

した。」(ToR碑ofceAsW∂meη'Talks

丘om亡he1994砿ome酌Ooηfbreηce

『女 性 と して の喜 び1994年 ，女 性

の大 会で の講i話』pp.67-68)

わた した ちが 聖約 を交 わ した女性 と

して 「喜 び， 〔自分 の〕 交 わ した聖 約

を 固 く守 」るの は ご く当然 の こ とです。

なぜ な ら， 聖約 を守 る と きに，わ た し

た ち は 「義 の冠 を受 け る」 と約束 され

て い る か ら で す(教 義 と聖 約25：

13-16)。

● 聖 約 を交 わ し， そ れ を守 る こ と

はなぜ 大切 なの で しょ うか。

● あ な た の 人 生 に喜 び を もた ら

したの は、 どの聖 約 で すか。 □



レツ ン き

レッス ンの 間際 まで準備 を引き延ばすのが ，習

慣 にな ってい ません か。も しそ うな ら，たぶん

時間 に責め立て られ ているよ うな気持ちに悩ま

されている ことで しょう。この悪循環 か ら逃 れ

た くあ りませんか。幾つ かの アイデアを こ紹介

しま しょう。

レイ ・L・ ラ ー セ ン

福
音 を教 えるこ とに喜 びを見いだす人は多いです

が，教師には もう一つ，特別 な楽 しみがあ りま

す。準備の喜びです。多 くの人は準備を退屈 なものと考

え， ぎりぎりまで引き延ばしがちです。それはまるで急

いでお祈 りをするようなものです。 ぎりぎりになってか

ら準備を始めるためにしばしば，深みのない，あまり効

果的でないレッス ンになってしまいます。

わた し自身もそんな準備をした経験があ ります。逆に，

レッスンの準備をしていて，大 きな喜びを感 じたことも

あ ります。わた しは準備の時間が，意義ある祈 りをし，

深遠な思想を培 う機会になること， また，神を礼拝 し，

思いを巡 らせ，理解を深め，霊感を授かる楽 しい時間で

あることに気づ きました。

もちろんそんな経験が，何 もせずに得 られるわけでは

ありません。効果的に，しかも楽 しんで準備をするには，

周到に計画 し，原則に忠実でなければな りません。わた

しの場合，以下のレッスン準備法が効を奏 しています。

1.最 低1週 間前にはレッス ンに目を通す。このときは，

見出し，重要な聖句，そして一般的な概念 を把握す るだ

けでよいのです。いったん中心 となる概念 と聖文が分か

れば，それか ら丸1週 間，その概念を現代の生活 にどう

応用するかを考えなが ら過 ごすことがで きます。そして，

思いついたことをメモ しておきます。座って最終的なレ

ッス ンの準備 を始めるころには， レッス ンの内

容 に関 して個人的なアイデアや思いを持つこ と

ができるはずです。

2.勉 強 し準備す る場所を決める。わた しは食

堂のテーブルでレッスンを準備 します。毎週同じ

場所で準備をするので，以前の楽 しかった経験や，

霊的な経験 を思い出すことができます。以前のレッ

ス ンの準備を思い出す と，研究の意欲がわいて きま

す。周 りに人がいないことも大切です。わた しは早卓

に準備するのが好 きですが，じゃまされずに静かに考え

ることがで きれば，いつで もかまいません。

3.必 要な本や，そのほかの資料を集める。 もちろん

聖文や教師用手引 きは欠 くことので きないものですが，

教会の機関誌や，そのほかの資料 も手の届 く所にそろえ

てお くと，精神的にも準備 に集中できます。

4.準 備 しながら，深 く考え，祈る。そ うしていると，

よく，新たな理解が もたらされます。 さらに深 くレッス

ンの内容 を掘 り下げて研究を続けると，どのようにレッ

スンを教えるべ きかがいっそう明らかになって きます。

5.概 念 を整理 して，実際にレッス ンを組み立て る。

このように段階を踏むことで， レッス ンの時間内では教

え切れないほど，多 くの事柄を学べるものです。そ して，

準備の最終段階 として，準備 したことを整理 して，大切

なポイン トを忘れないように実際のレッスンを組み立て

るのです。

どのような レッスンを教えるにせ よ，準備が必要なこ
み たま

とに変わ りあ りませ ん。効果的に準備すれば，「御霊，

すなわち真理 を教 えるために遣わされた慰め主によっ

て」教えることがで き，教師も生徒 も 「互いに理解 し合

い」，「教化 されて， ともに喜ぶ」ことがで きるようにな

るで しょう(教 義 と聖約50：14，22)。 □
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言葉遣 いや話 し方 に，奥深 くにあ

る自分のほんとうの姿が現れます。

に敬 意 を払 わ な くなる のが普 通 です。

神 を汚す 言葉 の ほか に， そ れ と同 じ

程度 にあ るい はそ れ以 上 に有害 な言葉

もあ ります 。人 種 的理 由， 身体 的 な障

害 に よる理 由， あ る いは単 に仲 問 とな

じめ ない とい うだ けの 理 由で ，人 をの

の しる言葉 が それ に 当た ります 。救 い

主 は人種 ，外 見 ，社 会 的地 位 に 関係 な

くす べ ての 人 を愛 してい らっ しゃる の

で， そ の よ うな言葉 を使 え ば明 らか に

救 い主 を傷 つ け る こ とにな ります 。

当然 ，最 も不 快 な言 葉 は神性 を卑 し

め る言葉 で す。 天父 と救 い主 の名 をみ

だ りに唱 え る こ と は， 大 きな 罪 で す

(出エ ジプ ト20：7参 照)。 わた した ち

が神 の 名 を汚す な ら主 が快 く思 われ な

いの は確 か です 。

む しろ わた した ち は，主 をほ めた た

え ，主 に祈 る よ うに 言 わ れ て い ます 。

祈 りは最 も美 しい コ ミュ ニケ ー シ ョ ン
ぽうとく

の形 で す。 神 を 冒漬 す る言 葉 とまっ た

く対 照 的で あ り， 同 じよ うに，人 の最

も奥 深 い姿 を明 らか に します。 賛 美歌

に あ るよ うに， 祈 りは 「魂 の見 えぬ望

み」 を表 し ます(『 賛 美歌 』83番)。

イエ スが復 活 してニ ー フ ァイ人 を訪

れ られ た と き， 天父 に語 りか け られ た

言葉 を想 像 で きます か 。救 い主 が 天父

に さ さげ た祈 りほ ど美 しい言葉 が ， ほ

カ に あ るで し ょうか 。 「わ た した ち は

スが 話 され る の を見 聞 き した が ，

れ は どん な舌 も語 る こ とが で きず ，

欝

'んな 人 も書 き記 す こ とが で きず
，

人 々 の心 が想 像 で きない ほ ど，大
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い な る驚 くべ き こ とであ った 。」(3ニ

ー フ ァイ17：17)

これで わ た した ち は言葉 遣 いの 両極

端 の例 を見 ま した。 最 も下 劣 な言 葉遣

い の例 は，神 を冒 漬 した り，主 の 名 を

み だ りに唱 えた りす る ことです 。 最 も

崇 高 な言葉 遣 い の例 は心 か ら天 父 に祈

る こ とです 。

大管 長 会 は，1887年 に， 教会 員 に あ

てた書 簡 の 中で 次 の よ うに述べ て い ま

す 。 「一 部 の若 い人 々が 陥 っ て い る習

慣 で あ るが ，下 品 な言 葉や 神 を 冒漬す

る言葉 を使 う習慣 に，注 意 を向 けな け

れ ばな らな い。 … …そ の よ うな習慣 は

品位 あ る人 々 に不 快 な思い をさせ る だ

けで は な く，神 の 目か ら見 て も重 大 な

罪 で あ り，末 日聖徒 の子 供 た ちの 問 に

あ って はな らな い。」

宣教 師 た ちは ，第 一 印象 を与 える機

会 は1度 しかな い， と教 え られて い ま

す 。宣 教 師 たち が何 を どう語 るか に よ

って求 道 者 たち は， 宣教 師 自身， 宣教

師の家 族 ， そtて 教 会 につ い て強 い印

象 を受 け ます 。 わ た した ち一人 一 人 に

とって も事 情 は 同 じで す。1言葉 には わ

た した ちの ，相 手へ の思 い ， 自分 自身

へ の思 い が表 れ ます。

言葉 は様 々 な点 で， わた した ちの思

いや ほ ん と うの姿 を写 して い ます 。主

の教会 の 会員 と して， わた した ちはい

つ も，主 と周 囲 の人 々 が耳 を傾 け てい

る こ とを，心 に留 めて お こ うで はあ り

ませ んか。[]
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♂ の の

ジョン ・パイザウエイ

宕 校時代，わたしはけんかをしたことが一度 もあ り

同 ません。今で もけんかをしな くて よカ・りた と思り

ています。あまり体が大 きい方ではあ りませ んし，切 り

傷や打ち身を作 るようなけんかには，何 ら喜 びを感 じま

せん。

しか し学校か らの帰宅途中，一度だけ数週間に及ぶけ

んかをしたことがあ ります。相手の背丈はたったの28セ

ンチ。それでもわたしの経験の中ではいちばん激 しい戦

いでした。その相手 とは，実は1冊 の雑誌だったのです。

わた しの通っていた高校は，自宅の玄関から見える所

にあ りました。ですか ら毎 日家 と学校の問を歩いて行き

来していました。ある日の午後，車道と通学路 とを分け

ている細長い芝生 をまたいで渡ろうとしたとき，縁石の

そばに開いたままの雑誌が落ちているのが目に留ま りま

した。最初 は何なのかよく分か りませんでした。やがて

それがポルノ雑誌であると分か りました。わた しは即座

に顔を上げると，そのまま家に向かって歩き続けました。

こうして戦いの日々が始まりました。それか らは，毎

日，登下校の途中，溝に横たわった誘惑 と戦わねばなり

ませんでした。

今か ら考えると，どうしてその雑誌をす ぐに拾い上げ

て捨てなかったのかとも思いますが，触る気 にもなれな

かったのです。だれかにそのような雑誌 を持 っていると

ころを少 しで も見 られたらどうしよう，我が家のごみ箱

に捨てられているのを父に見 られた らどうしよう，拾い

上げた後で当初の自分の気持ちとは裏腹にじっと見入っ

た らどうしよう，などと考えていました。

毎 日心の中にもっともらしい言い訳が思い浮かびまし

た。「世間に対す る見識を深 めるため，そういう本の内

容を知 るの もいいことではないか。」「過保護な，何 も知

らない男の子にはなりた くない。結局のところ，何 も害

にはならないはずだ。後で悔い改めれば済む。だれも見

ていないか ら大丈夫」 と。

そ右なある日，セ ミナリーの教師が，イエスは一つ一

つの誘惑に聖文 を使って対処されたことをレッスンで強

調 しました。すばらしい考えだと思いました。

自分の聖典に目を通すうちに，わたしは誘惑 と闘うこ

とについて触れた，次の ような聖文 を見つ けました。
み まえ み な

「あなたがたは主の御前にへ りくだ り，主の聖なる御名

を呼び，自分が耐えられないような誘惑を受けないよう

に， 目を覚ましていて絶えず祈 りなさいb」(ア ルマ13：

28)

「新約聖書』にも次のような役立つ聖文があ りました。

「あなたがたの会った試錬で，世の常でない ものはない。

神 は真実である。あなたがたを耐えられないような試錬

に会わせることはないばか り・か，試錬 と同時に，それに

耐え られ るように，のがれる道 も備 えて下 さるのであ

る。」(1コ リント10：13)
けんそん

謙遜 になる，目を覚 まして絶 えず祈 る，誘惑か ら逃れ

る道を探せるよう神が助けて くださることを信 じる，こ

の ような方法 をわたしは実践 しました。そ して，別の場

所から道を渡るように しました。その雑誌は相変わらず

溝に落 ちたままで したが，先に述べた二つの聖文に助け

られなが ら，日々が過 ぎて行 きました。

ある日の午後，縁石 を越えようとしたわたしは，あの

雑誌がなくなっているのに気づきました。溝の様子から

見て，清掃車がつい最近そ こを通ったことは明 らかで し

た。「清掃車か，……実にいい時に来て くれた ものだ」

と，わた しは思いました。

神はわたしのためにほんとうに逃げ道を作ってくださ

り，主の助けのおかげでわたしは戦いに勝てました。好

奇心，言い訳，怠惰 も，勇気や自制，きょうじんな精神

にはかないません。

肉体的な闘いに勝利 を治めるには，体力，筋力，技術

が求められますが，誘惑 との闘いほどしれつな ものはほ

かにあ りません。 しか し，高校時代に一度 もけんかをし

たことのないわた しでも，聖文の助けを借 りて，身の丈

わずか28セ ンチほどの雑誌 という敵を打ち負かすことが

で きました。誘惑 との闘いに勝利 した喜びほど甘美 なも

の もは，ほかにあ りません。□

聖徒の道/1996年9月 号

32

























た」 と，ヨセブは言います。「よ く一緒に教会に来るよ

うに誘いましたし，実際，何度 も来て くれました。」

シャモスファルビー家の父母がバプテスマを受けるの

は時間の問題で した1。バプテスマ を施 したのは， もちろ

ん息子のヨセブです。一度バプテスマを受けると，教会

は彼 らの生活を大 きく変えました。父親のヨセブは日曜

日に教会に出席できるように転職 しただけでなく，経営

していたぶどう園と酒場を売ってしまいました。 シャモ

スファルビー家族は，主が家族に数え切れない機会 を与

えて くださっていると感 じ，輝か しい未来を確信 してい

ます。

雛 ・ 醗

1恥

礪 　　　

麟

藝

舗

蕪

㌦ 竃、

まぞセ

繁

ヨセブは大学で経済学 を勉強する計画 を立てていま

す。伝道にも出たいと思っています。伝道が終わったら

ミシュコルツに戻 り，地元で教会を強めたいと願ってい

ます。「世の汚れに染 まる前の若い ときに，福音 を見い

だせてうれ しいです」 と，彼は語 ります。今彼がいちば

ん好 きなのは 「わが子 よ，忘れずに若い うちに知恵を得

なさい。まことに，神の戒めを守ることを若いうちに習

慣 としなさい」 とい う聖句です(ア ルマ37：35)。

アレクサ ンドラは地元の大学で経済学を専攻 していま

す。支部では，若い女性の会長の責任を果た しています。

英語が幾らかできるので，支部の会員のためにかな りの

時間を費や して様 々な教会 のテキス トを翻訳 していま

す。このために長い時間，辞書と首っ引 きで取 り組 まね

ばなりませんが，アレクサ ンドラは喜んでそうしていま

す。'彼女 に言わせると，英語をマス ターするのに役立つ

のだそうです。

「教会 を知る前は，将来に希望など感 じていませんで

・した。成功を目指 して努力することも，将来に期待 して

頑張ることも，無駄だと思っていたんです」 と，アレク ・

サ ンドラは言います。「どち らを向いても戦争ばか りで

す。そのうち大惨事が起 こって，世の終わ りがやって来

るように思えました。でも，教会の会員 になって，そん

な悲 しみから逃れることがで きました。」

アレクサン ドラは自分 にぴっな りの聖句を見つけまし

た。今では大好 きな聖句 になっています。

「そ してその 日，主はあなたの悲 しみと恐れを取 り除

き，またあなたが服 したつらい苦役を解いて，あなたに

安息を与えられる。」(2ニ ーファイ24：3)

聖文を探求 し，福音を深 く研究 して，アレクサン ドラ

もヨセブも人生に対する疑問に指針 と答えを見いだ しま

した。皆さんも聖典 を開いて， どんな聖句が飛び出 して

来るか見てみた くなったのではありませんか。

シャモス ファル ビー家族が宣教師を昼食に招いた と

き，まさか自分たち自身が霊の糧を受けようとは想像 も

しませんでした。今や彼 らの顔は，イエス ・キリス トの

福音 に従って生活す る喜びに輝いています。□

かつて，ア レクサン ドラとヨセブには将来が暗いものに

思えた。今では，そうした疑念は消え，聖文や教会の教

えか ら指針と答えを見いだ しています。
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リー ラ ・バ ー トレ ッ ト ・ク ー ン ズ

わ
たしにとって，幼いころのいち

ばん古 い思い出は，5歳 の とき

ワー ドの古 い集会所の地下で日曜学校

に出席 した ときの ものです。ある日，

教師がジ ョセブ ・ス ミスの話を読んで

くれました。ジョセブが祈 り，天父 と

イエス ・キリス トが姿 を現されて，彼

の前に立たれたとい う話です。その と

き，まぶしい太陽光線の中をほこりの

粒子が静かに動 くのが見えました。今

でも自分がそこに座って，光の柱 に囲

まれ，ほこりの動きを見なが ら話を聞

いている姿が思い浮かびます。 けれ ど

も，とりわけよく覚えているのは，ジ

ョセブ ・ス ミスが天父 と会い，話をし

たと聞いた ときに心にわき上がってき

た，温かい気持ちです。

その 日家 に帰 ると，教師が読んで く

れたのとよく似た父親の本を見つけま

した。そのとき，わた しはそれが聖典

の合本だ とは知 りませんで した。読む

ことはで きませんでしたが，ただ手に

取 ってページを眺めているだけで，日

曜学校で感 じた気持ちを再び感 じるこ

とがで きました。

成長 して初めて聖文 を読んだとき，

これ と同 じ温か い気持 ちを感 じまし

た。それか ら何年 もたちましたが，こ

の気持 ちを度々感 じて きました。教会

や神殿で， また人の話 を聞いていると

きにです。そ して何 より，聖文 を読む

ときにそれを感 じます。□
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チ ャ ー チ ニ ュ ー ズ/各 地 の 話 題

ポー ター長 老 は,1931年6月30日 ソ

ル トレ ー ク･シ テ ィ ー でJ･ロ イ

ド･ポ ー タ ー,レ ボ ン･ヘ イ ワ ー

ド･ポ ー タ ー 夫 妻 の 問 に 生 ま れ た 。

1953年2月19日 にア イ ダ ホ･フ ォー ル

ズ神 殿 で,シ ャー リ ー･パ ー マ ー と

結 婚 して い る。 ポ ー ター姉 妹 はテ キ

サ ス 州 ヒ ュ ー ス ト ンの 出 身 で あ る。

ポ ー ター 長老 夫 妻 に は6人 の子 供 が い

る。

テ イ ンギー 長老(62歳)は1991年1

月1日 に七 十 人 第一 定 員 会 会員 に召 さ

れ,1994年8月15日 以 来,ユ タ州 南 地

域 会 長会会 長 と して働 い てい る。

長 老 は こ れ まで,地 区代 表,オ ー

ス トラ リア･シ ドニー 伝 道 部 の 部 長,

東 部諸 州伝 道 部,ユ タ州 北 部伝 道 部 お

よびユ タ･オ グデ ン伝 道 部 で副 伝 道部

長,高 等 評議 員,監 督,長 老定 員会 会

長,日 曜学 校教 師 な どを務 め て きた。

1961年 にユ タ大 学 の法 律 大学 院 を卒

業 す る と同 時 に法 学 博 士 号 を取 得 し,

さ らに1966年,ニ ュー ヨー ク大 学 で会

社法 法 学修 士 号 を受 け た後,ケ ネコ ッ

ト･コ ッパ ー社 の顧 問弁 護 士 を務 め て

い た 。 また,3年 間 に わ た り合 衆 国陸

軍法 務 部隊 で働 き,陸 軍 大尉 の 称号 を

与 え られて い る。

ま た,ボ ー イ ス カウ ト･ア メ リカ連

盟 グ レー ト･ソ ル トレー ク評議 会議 長

も務 め,ボ ー イ ス カ ウ ト･ア メ リ カ 連

盟 の シ ル バ ー･ビ ー バ ー 章 を 贈 られ て

い る。

テ ィ ン ギ ー 長 老 は1934年6月11日,

ユ タ 州 バ ウ ン テ ィ フ ル で ウ ィ リ ア ム･

W･テ ィ ン ギ ー,シ ル ビ ア･カ ー･テ

ィ ン ギ ー 夫 妻 の 間 に 生 ま れ た 。1960年

6月17日,セ ン トジ ョ ー ジ 神 殿 で ネ バ

ダ 州 ロ ー ガ ンデ ー ル 出 身 の ジ ョ ア ン･

ウ ェ ル ズ と 結 婚 し,4人 の 子 供 が い

る(ChαrchNews『 チ ャ ー チ ニ ュ ー

ズ 』1996年6月22日 付 け)。

*

根室支部の歩み と
自治体への働 きかけ

市役所を訪問して｢家 庭の大切さ｣の 訴え

釧路地方部

根室支部

小沢裕一

室支部は,北 海道の東端に位置

根 す る1市4町 を含 む 支 部 で す 。
しれとこ

東 に は北 方 領 土 を臨 み,北 は 知 床 の

山々で 区切 られて い ます 。 政治 的 に は

根 室 は｢国 境 の町｣で はあ りませ んが,

現実 的 に,ま た民族 的 に確 か に国境 の

町で す。 北 方領 土 の 島々 には,ロ シ ア

人 しか住 ん で い ない か らです。 数年 前

か らは ビザ な しで ロ シア との交 流 も定

期的 に行 わ れた り,ロ シアの漁 船員 が

町で 買 い物 を して い る姿 を見 か ける よ

うにな りま した。

根室伝道所の開設

さて,根 室 支 部の 歴 史 も,ま た わ た

し個 人の信 仰 生活 も,そ れ を た どっ て

い く と,そ の 時 々の伝 道 部 長 か ら切 り

離 して考 え るこ とが で き ませ ん。

1979年 に釧 路支 部 で65歳 の高 満 キ ン

姉妹 が バ プ テス マ を受 け ま した。 とこ

ろが彼 女 は,す ぐに根 室 に帰 らな け れ

ばな らない身 で した の で,教 会 の な い

所 で どうや って信 仰 を保 て ば よい の だ

ろ うか と途方 に暮 れ て い ま した。 当時

の札 幌伝 道部 を管 理 してい た堀 田徹 部

長 に相 談 した とこ ろ,彼 は宣 教 師 とと

もに 日本東 端 の ノサ ップ岬 に赴 き,森

の 中 で ひ ざまず い て祈 っ た そ うです 。

ほ どな くして,二 人 の長 老が 派 遣 され

ま した。 根 室伝 道所 の 開設 です 。
ほ き

次 の デ ビ ッ ド･H･保 喜部 長 の時 代

には,根 室 支 部か ら初 め て専 任 宣教 師

が召 され ま した。 そ れ と時 を同 じ くし

聖徒の道/1996年9月 号

2

て,1983年4月 に は根 室 支 部 が組 織 さ ＼
たけ お

れ,石 井猛 雄 兄 弟が 根 室支 部 の初代 支

部 長 として召 され ま した。 そ れ以 後 は

12年 間 もそ の責任 を果 た し,今 なお副

支 部長 と して働 いて い ます 。

ル ー ロ ン･D･マ ンズ部 長 の と きに

は,た くさんのバ プテ スマ が あ った よ

うで,保 存 され てい る 当時 の資 料 を見

る と,主 の業 が進 み ゆ く様子 が 伝 わ っ

て きて 興奮 す ら覚 え ます。

しか し,次 の土 田勝 部 長 の時 代 に は

試練 が や って 来 ます。 根 室 の長 老 アパ

ー トが 閉鎖 され
,専 任 宣 教 師 に よる伝

道 が打 ち切 られ たの です 。 その と きの

根 室 支 部の 会 員 の心情 を正確 に思 い計

る こ とはで きませ ん が,主 の導 きに よ

っ て決 断 を下 された 土 田部 長 に とって

も恐 ら く苦 しい選 択 で あ った こ とで し

ょう。

伝道を終えて根室に

く し くもそ れ か ら1年 後,根 室 で何

の成 功 も見 い だせ な か った一 人 の宣 教

師が,札 幌 で根 室 出 身の わ た しを見 つ

け た ので す 。1991年1月,札 幌 西 ス テ
こと に

一 ク琴 似 ワー ドで
,わ た しはバ プテ ス

マ を受 け ま した。 喜 び にあふ れ た新 し

い生活 を始 め る ことが で きたの です 。
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各 地 の 話 題

も取 れ な か ったの で,何 度 も断念 しよ

う と思 い ま した。 わ た しの ような名 も

知 れ ない 若者 が行 った と ころで,は た

して取 り合 って くれ る だろ うか と心 配

に もな りま した。 しか し｢大 管 長 が な
みこころ

さろ うとす る こ とは主 の御心 なの だか

ら,今 わた しの しよ う として い る こと

も主 の御 心 にか な うはず だ｣と 自分 自

身 を勇 気 づ け ま した。 そ して東 京 南伝

道部 の グ レ ン･N･ロ ウ部 長 が｢わ た

した ち一 人 一 人 は 弱 くて不 完 全 です

が,わ た した ちの携 えてい く福 音 は完

全 で真実 で す｣と 言 って励 ま して くれ

た こ とを思 い出 しま した。

結 局,助 役 と会見 す る こ とに な りま

したが,非 常 にス ムー ズ に話 す こ とが
あかし

で きま した 。宣 教 師 も一 人ずつ 証 して,
み たま

そ の 場 に御 霊 を も た ら して くれ ま し

た。 この会 見が どの よ うな効 果 を もた

らす か は分 か りませ んが,｢小 さな手

根室支部の教会員

段 に よって大 い なる こ と｣が 成 し遂 げ

られ る よ うに期待 して い ます(1ニ ー

フ ァイ16:29)。

キリス トに頼るために

｢〔主 の た め に〕 自分 の 命 を失 う者

は,そ れ を見 い だ す で あ ろ う｣(マ タ

イ16:25)と｢聖 書 』 に あ り ます が,

命 を失 うとは,あ る と きに は恥 を忍 ぶ

こ とで あ り,外 聞 や体 裁 を気 に しない

こ とで あ り,ま た あ る と きは名誉 を捨

て る こ とで もあ るの で し ょう。 わ た し

は その｢命｣を 捨 て よう とした ときに,

や っ と｢キ リス トに頼 る｣こ とが で き ＼

た の です 。(お ざわ･ゆ うい ち 支 部

長)

東京東ステーク扶助協会大会で
障害者補助･老入介護の体験学習

一 干葉テレビ,産 経新聞が取材

月11日(土),東 京 東 ス テ ー ク 千

5 葉 ワー ドで,ス テ ー ク扶助 協 会

大 会 が 開催 され ま した 。今 回 は,福 祉

をテ ーマ に掲 げ,講 議 形 式 で はな く,

実際 に体験 して もらお うと企画 を立 て

ま した。

｢手 を差 し伸 べ る｣と い う表 題 で,

視覚 障 害者 の ガ イ ドヘ ル プ,車 いす の

取 り扱 い,80歳 の シニ ア体 験,老 人介

護(清 潔,栄 養,床 擦 れ の予 防)の6つ

の教 室 を設 け,参 加 者 は 自分 の興 味 の

持 て る分 野 か ら3つ の 教 室 を選 択 し,

体験 学 習 を行 い ます。 講 師 は,視 覚 障

害 を持 って い る姉 妹や 看護 婦 と して働

いて い る姉 妹 た ちです 。 これ らの方 々

の意 気 込み もあ って,千 葉 市 内 の介 護

用 品店 か ら介護 用 ベ ッ ドやエ ア ーマ ッ

ト,車 いす,そ の他 の 介護 用 品 を借 り

て の本格 的 な学 習 とな りま した。

事前 に大 会 の内 容 を新 聞社 や テ レ ビ

局 にFAX通 信 した ところ,千 葉 テ レ

ビ と産 経 新 聞 が 取 材 に 来 て くれ ま し

た 。千 葉 テ レ ビは当 日の 夕方 の ニ ュー

ス で,大 会 の模 様 を教 会 の建 物 とと も

に放映 しま した。 内容 が 日本 の社 会 的

問 題 と合 致 して い た か らだ と思 い ま

す 。

参加 者 は約80人 。大 会 後 の ア ンケー

トに は以下 の よう な感 想 が寄 せ られ ま

した。
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●実 際 に体験 して み る と,介 護 され る

人 の気 持 ちが よ く分 か る。

●現 在 自分 の周 りに は,世 話 を必 要 と

す る 人 はい ない が,今 後 対 応 を迫 ら

れ た ときの状 況 を考 え る きっ か けに

なっ た。

●視 覚 障害 者 がい か に不安 を持 つ もの

か,ど ん な助 けが必 要 かが 分 かっ た。

●入 門程 度 の 講習 だ っ たの で,も っ と

深 く勉 強 した か った。

●兄 弟 た ちに も参加 して も らい,一 緒

に学 んで ほ しい。

こ う して 講習 を行 って み る と,多 く

の姉 妹 が介 護 に対 して興 味 を持 っ てい

る こ とや,機 会 さ えあれ ば さ らに学 び

た い との意 識 が あ る こ とを実 感 しま し

た。

わた しは現 在,訪 問看 護婦 と して寝

た き りの方 々 を訪 問 してい ます 。仕 事

の 中で 感 じるの は,肉 体 の老 化 と死 は

だ れ にで も必 ず訪 れ る もの で あ り,自

分 の思 い どお りに はな らな い とい うこ

とで す 。介 護す る方 か も しれ な い し,
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｢静かな静かな声なのに体が

震えました｣

そんなことがあった後,わたしは神

殿に行き,死者のための身代わりのバ

プテスマを受け,菊地良彦神殿長に祝

福をしていただきました。そのときの

神殿長の声は,静かな静かな声なのに

体が震えました。帰りながら感じたこ

とがありました。それは｢わたしの信

仰が足りない｣その一言でした。そう

思ったら涙があふれてきました。そん

なわたしに父は｢大丈夫。心配しなく

てもきっと大丈夫だよ｣と包み込むよ

うな温かい言葉をかけてくれました。

それが公演3日前のことでした。毎

日来るように言われた注射の治療をお

断りするのに母はテレフォンカードを

1枚使い切ってしまったということで

した。最後に先生の言われた言葉は

｢あれで声なんか出るはずがない。舞

台が失敗するのを覚悟で出るんです

か。歌えなくてもいいんですね｣でし

た。それでも気持ちは変わりませんで

した。病院に行く前の不安な気持ちは

一切なく
,｢大丈夫。絶対大丈夫｣と

不思議なくらい確信がありました。

そして……やっぱり出たんです。声

が……。思いっきり歌うことができた

んです。心の底から思いました。｢神

様の助け以外の何ものでもない｣と。

公演の最後まで,のどは持ちこたえら

れました。お医者さんから｢絶対声が

出ることはない,役を降ろしてもらい

なさい｣と言われたのに……。でもそ

んな声でも,聞いて少しでも感動して

くれた人たちがいました。とても胸が

いっぱいになります。

けいこに出て行くわたしと母を見送

る弟たちのさみしそうな目,わたしが

舞台に出ることで家族にかけた負担の

重さ……。今まで支えてくれた家族に

感謝しています。そして……神様あり

がとう。(やました･ななご)

わたしの証

ふち

苦悩の淵からの脱出
劇団との出会いに活路

横浜ステーク小杉支部

山下典子

年,娘の菜々子がミュージカル

昨｢大草原の小さな家｣の主役で

あるローラ役に抜てきされ,全国公演

いたしました。劇団入団5か月目のま

ったく素人同様の娘が,いきなり大役

をおおせつかり,とても信じられない

出来事でした。

他人と異なることに

自信の持てなかった娘

思えば娘を｢児童劇団｣という我々

の生活からおよそかけ離れた世界に送

り出すことになったのは,祈りなくし

ては考えられない苦悩の淵からの脱出

のようなものでした。物の感じ方やと

らえ方,表現の仕方がほかの人とちょ

っと異なっているというだけで,小学

校入学以来延々と続く排除行為に,ど

れほど心を痛めたかしれません。

親の願いどおり,いえその数倍も心

優しく,感性豊かに育ってくれている

娘が,そのことに自信が持てず,むし

ろそんな自分を嘆き,悲しみ,傷つけ

ていくさまを見ているのは親として身

を引き裂かれるほどつらいものでし

た。

｢このままでは,この子の最も尊い

部分がそぎ取られてしまう。何とかし＼

てこの子に安心して自分を表現できる

場を与えてやりたい。｣そう願わずに

はいられませんでした。そうして見い

だしたのが｢児童劇団｣でした。しか

しそれも一時は,夫の｢もし入団でき

たとしても,レッスン日が安息日だっ

たら通わせられないよ｣の一言であき

ミュージカル｢大草原の小さな家｣の主役であるローラ役に抜てきされ,全国公演した山下菜々

子姉妹(左から二人目)
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わ た し の 証

とが で きた ので す。 願 い はた だ一 つ だ

け で した 。｢菜 々子 の演 技 を 通 して,
み たま

神 様 の 愛 を お伝 え したい 。｣御 霊 と と

もにあるようにひたす ら祈 り続 けま した。

いや

癒 しの奇跡

日本 で た だ一人 と言 われ る名 医 か ら

｢声 が 出 る はず が な い。 とて も舞 台 を

務 め られ る は ず が な い｣と 言 わ れ た

菜 々子 。体 育 祭で 応援 団 を務 め,の ど

を痛 め たの です 。そ れ に もかか わ らず,

そ の2日 後 に周 りの 役 者 さ ん た ち を

｢ウ ー ン1す ごい1｣と,う な らせ

るほ ど見事 な舞 台 を務 め られ よ うとは

だ れが想 像 で きた で し ょう。 千秋 楽 ま

で47日 間17公 演 とい う長丁 場 を一 度 も

穴 を開 けず に勤 め る こ とが で きよ う と

は ……。

主 の みが なせ る癒 しの奇 跡 以外 の何

もの で もあ りませ ん で した。 成 功 も,

人 々か らの 賛辞 も,す べ てそ っ く りそ

の ま ま主 にお返 し した い わた した ちで

した。 なぜ な ら,主 の助 けが あれ ば こ

そで きた こ とで,ど ん な に努力 して も,

主 の恵 み な く して は到底 か な うこ とで

は なか った こ と をだれ よ りも知 って い

る わた した ちで した か ら。

今 も,あ の｢大 草 原 の小 さな家｣の

舞 台 が はっ き りと 目に焼 きつ いて い ま

す 。会 場 に あふ れ んば か りに降 り注が

れた主 の 御霊 に感動 し,涙 を流 して く

だ さっ た多 くの 方 々の姿 が 忘 れ られ ま

せ ん。 同 じ教 会 員 とい うだ け で,忙 し

い 中,時 間 を割 い て くだ さっ た多 くの

方 々 に心 か ら感謝 を して い ます。

まず神の国と神の義とを

菜 々子 は物 心つ いた こ ろか ら特 別 な

感性 を感 じさせ る子 で した 。 わた した

ちはそ れ を見 て｢す て きに育 って ほ し

山下こ家族

い ね。 いつ か神 様 のお 役 に立 て る才 能

に育 っ て ほ しいね｣と 話 し合 った もの

で した。 神様 か ら頂 いた もの を,神 様

にお 返 しす る,こ れ に勝 る喜 び を知 り

ませ ん。 今,改 め て,身 の引 き締 まる

思 い で今 後 の子 育 ての 課題 を見詰 め 直

してい ます 。｢ま ず 神 の 国 と神 の 義 と

を求 め な さい。 そ うす れ ば,こ れ らの

もの は,す べ て添 えて 与 え られ るで あ

ろう。｣(マタ イ6:33)こ れ が結 婚 して こ

の 方,6人 の子 供 を授 か った わ た した

ち夫 婦 の今 も変 わ らぬ モ ッ トー で す 。

(やま した･の りこ 初等 協 会教 師)

ゴ
ノ

ウ ェイ ン･R･八 一 レン長老 ご夫妻

47年 前の伝道地に再び

｢彼 らがなおも主 にあ って兄弟 であ ったので,

その喜 びはい っそ う深か った｣(ア ルマ17=2)

東京北伝道部夫婦宣教師

ウエイン･R･八 一レン

わ
た した ち夫婦 は,東 京 北伝 道 部

の 最初 の 夫婦 宣教 師で す。1995

年11月 か ら1年 半 の 問伝 道 す る よ う に

召 され ま した。 熊 沢 幸 雄 部 長(6月 に

解 任 。現 在 は ラ リー･0･ハ ズ ラム部

長)よ り,本 部 で働 くよ うに割 り当て

聖徒の道/1996年9月 号

8

を受け,妻 が記録書記を,わ たしが会

計書記を務めています。選ばれた永遠
はんりよ

の伴 侶 と と もに,夫 婦 宣教 師 と して こ

の 地 で働 け る こ とを主 か らの祝 福 と感

じて い ます 。

わ た しは1949年7月 か ら1952年 の7月

まで,伝 道部 が再 開 され て問 もない 時

期 に 日本 で伝 道 しま した。 当 時 は ワー

ドも支 部 も,教 会 堂 も神 殿 もない 時代
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ように はで きな くな ります。

信仰の試し

不安 で不 安 で た ま りませ ん。 そ れ で
みこころ

も,も しもそ うな る こ とが 主 の御心 な

ら仕 方が ない と思 い ま した。 今 まで た

くさんの もの を与 えて いた だ いた の だ

か ら,今 度 は主 が取 り上 げ られ る番 か

も しれ ない と覚悟 を決め た もの の,ど

う して もこれ だ けは避 けた い とい う問

題 が二 つ あ りま した。 一 つ は神殿 の奉

仕 が今 まで どお りで きな くな る こ とで

す 。借 金 の返 済 と生活 の た め に,恐 ら

くほか の仕 事 を見 つ け,休 み な しに働

か ざるを得 な くなる か らです 。 わた し

は心 の底 か ら｢主 よ,ど うぞ わ た した

ちか ら神 殿 の奉 仕 の機 会 を取 り上 げ な

い で くだ さい｣と 切 に祈 りま した。

二 つ 目の 問題 は,工 務 店 や取 引 先へ

の支 払 いが で きな くなる こ とです 。 自

分 た ち のせ い で 人 に大 きな 迷 惑 を か

け,不 幸 にす る なんて考 えた だ けで も

胸 が張 り裂 けそ うで した 。

わ た し と主 人 は何 度 も断 食 と祈 りを

続 け,心 の底 か ら主 にす が りま した。

子供 た ち も自分 か ら進 ん で断食 をす る

と言 っ て くれ て,家 族 み んな で心 を合

わせ て祈 りま した。 全 身全 霊 を傾 け て

祈 っ た と き,｢き っ と大 丈 夫 。 主が 売

って くだ さる。必 要 な時期 に,そ の土

地 と家 を必要 と して い る人 を主が 必ず

見つ けて くだ さる｣と い う確信 を得 ま

した 。 しか しな が ら,あ らゆ る手 を尽

くしてみ ま した が,家 は なか なか売 れ

ませ ん。信 仰 の試 しは しば ら く続 きま

した。毎 日つ らい 日々が 続 き,不 安 と

心 労 で心 が 暗 くな りが ちで した。支 払

い 日は迫 って き ます 。 も う自分 た ちの

力 で は ど うす る こ と もで きませ ん。

苦境から学ぶもの

ち ょう どそ の ときで した。 わ た しは

LDS文 庫1の｢救 い 主 イ エス･キ リ

ス ト』 とい う本 の 中 か ら,ボ イ ド･

K･パ ッカー 長老 の｢仲 保 者｣と い う

わ た し の 証

説 教 を読 む機 会 に恵 まれ ま した。 そ こ

には こ う書 か れ てい ます。

｢あ なた は これ まで経 済 的 に ひ ど く

困っ た経験 が お あ りだ ろ うか。 また思

わぬ 出費 を迫 られ た り,借 金 の返済 期

限が来 て,金 策 がつ かず に困 って しま

った とい うよ うな経験 を した こ とは な

い だ ろ うか 。

この よ うな経験 は愉 快 な もの で は な

い が永 遠 の計 画 の中 で は非常 に有益 な

もの とな り得 る。 も しこれ まで そ う し

た経 験 か ら何 も学 ん でい な けれ ば,道

に迷 った り,試 験 に失 敗 した と きの よ

うに分 か る まで努力 しなけ れ ばな らな

い。 そ う して初 め て霊 的 な成 長 を遂 げ

る こ とが で きるので あ る。｣

そ の 言葉 を読 んだ とき,わ た しは何

か大 きな もの で頭 を思 い っ き り殴 られ

た よ うな衝 撃 を受 け ま した。 思 わず,

これ だ1こ れだ1と 心 の中 で叫 び

ました。 神様 の 御心 は ここ にあ った の

か… …。 神様 はわ た した ち にい ちば ん

大 切 な こ とを学 ん で ほ しか った ので す

ね。

パ ッカー 長老 は続 けてお っ しゃ って

い ます 。｢わ た した ち は皆 一種 の霊 の

負 債 を負 っ て生 きてい る。 いつ か 勘定

が 打 ち切 られ,清 算 を しなけ れ ばな ら

ない 日が や って 来 るだ ろ う。今 は気 に

留 め な くと もそ れで 良 いか も しれ な い

が,や が て決 算 日が 来 て抵 当権 の行 使

を迫 られ る。 そ の と き,わ た した ち は

助 け て くれ る人 を泣 きなが ら捜 さな け

れ ば な らない ので あ る。｣

あがな

主の購いに感謝

ま った くそ の とお りだ と思 い ます 。

支 払 日が迫 って きて,自 分 で はあ らゆ

る手 を尽 く して も支払 う こ とが で きな

い と分 か っ た ときの 苦 し さ,無 念 さ,

そ れ は何 とも言 えな いつ らい もの で し

た 。 わた しは霊 の 決算 日 もその ようで

あ る と知 った と き,わ た したち のす べ

て の罪 の負 債 を肩 代 わ りして支 払 って

くだ さる主 イエ ス･キ リス トの蹟 いの
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偉 大 さ に驚 嘆 い た し ま した。

わ た した ち を救 っ て くだ さ る方 は,

主 イエ ス･キ リス ト以外 に はい らっ し

ゃい ませ ん。 主 の順 い が なけ れ ば,だ

れ一 人 と して救 われ な いの です 。 わ た

しは,そ の とき頭 だ け で な く,心 で は

っ き り とそ の こ と が理 解 で きた の で

す 。主 の偉 大 な愛 に触 れて 感謝'の気 持

ちが胸 に満 ち,涙 が 止 ま りませ ん で し

た 。 そ して主 の順 い を決 して無 駄 に し

て はい け ない と思 い ま した。

あふれんばか りの恵み

その 後,あ たか もわ た した ちの この

よ うな学 び を待 って い らっ しゃ ったか

の よ うに,主 は祈 りの 答 え どお りに,

ほ ん と うに天 の 窓 を開 いて くだ さい ま

した。 主人 が あ る社 宅 のポ ス トに ち ら

しを配 っ た方 が よい とい う気 持 ち に な

り,そ う した ところ,そ の 日の うち に

一人 の 方か ら物 件 を見 たい とい う電 話

が あ り,と ん とん と話 が ま とま りま し

た。 また 同 じこ ろ断 られ続 けて い た銀

行 か ら も融 資の話 が あ りま した 。

そ の よ うに主 の 恵み によ り,そ の 後

会 社 の経 営 は よい 方 向 に向か い,わ た

した ち は苦境 を乗 り越 える こ とがで き

ま した。 主 は再 び わ た した ち家 族 にあ

ふ れ ん ばか りの 恵 み を与 え て くだ さっ

てい ます 。神 殿 の奉 仕 も今 まで どお り

水 曜 日に 続 け られ る よ うに な りま し

た。主 の 愛 と恵 み に心 か ら感謝 して お

ります 。

現在 霊界 にお い て多 くの霊 の 方 々が

主 の蹟 い の こ とを知 って とて も喜 ん で

お られ,神 殿 の儀 式 を受 け た い と切 に

願 い,長 い こ とず っ と待 って い らっ し

ゃい ます。 神殿 で奉仕 す る と き,わ た

し はそ の こ とを いつ も強 く感 じ ます 。

そ の方 々の ため に心 を尽 くして働 きた

い と思 ってい ます 。 主 は確 か に生 きて

い らっ しゃっ て,わ た した ちの順 い 主,
あかし

救 い主 で あ られ る こ とを心 よ り証 いた

し ます 。(お が た･り え こ ス テ ー ク

扶 助 協会 会 長)
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わ た し の 証

神殿を離れて

神殿のすばらしさを知る

仙台ステーク長町ワー ド

元東京神殿宣教師

沼田文雄

ム 年3月 末,わ た した ち夫 婦 は1一ノ
年3か 月 の神 殿 宣 教 師 の召 しを

終 えて家 に帰 りま した。 帰 った の は4

月 半 ばで した か ら,庭 の つつ じや ば ら

な どが そ ろそ ろ咲 きか けて いて,自 分

の家 ほ ど落 ち着 け る所 は ない と思 って

い ました。

しか し,以 前 の 生 活 に 戻 る に つ れ

て,今 まで身近 にお られ た主 が次 第 に

遠 くなる よ うに感 じ,と て も寂 しい思

い をす る ように な りま した。 わ た した

ちは,神 殿 を離 れ て神殿 のす ば ら しさ

を知 る よ うに な りま した。

当時 を振 り返 る と神殿 が懐 か し く思

い 出 され ます 。荘 重 な礼拝 堂 の祈 り会

は,わ た した ちが 最 も霊 的 にな れ る場

所 で した。

トレーナーと しての導き

初 め て の神 殿 宣教 師の召 しは,す べ

て学 ぶ こ と,教 え られ る ことばか りで

婁

F

離

鑑::1㌔

した。 そ れで も幸 い順 調 に儀 式 を覚 え

るこ とが で きま した。その ような 中で,

全 国か ら召 され た限 定儀 式執 行 者 の皆

さんの トレー ナ ー と して働 く機 会が 与

え られ ま した 。覚 えてい た だ く方法 を

考 え てい る と,次 々 に良 い方 法 が ひ ら
み たま

め い て導 かれ,主 の御 霊 を感 じて大 変

祝福 され た気 持 ち にな っ た もの です 。

訓練 を受 け,儀 式 を覚 えて帰 られ た神

殿 奉 仕者 の方 々 は,次 に参入 す る と き

にはか な り熟練 して,ワ ー ドや ス テー

クの 人 々 に教 え る よ うに な っ て き ま

す。 これ には ほ ん と うに驚 か され ま し

た。 こ う して,奉 仕 者 の皆 さん が神 殿

の儀 式 を理 解 で きる ように な り,地 方

か らの参 入 も盛 ん に なって きま した。

菊 地 良彦 神殿 長 は次 の よう に言 って

お られ ます 。｢天 父 の神 聖 な聖 約 を忠
けんそん

実 に,謙 遜 に守 る もの には,天 父の 恩

恵 に よ り主 の祝 福,誉 れ,栄 光,そ し

て不 死不 滅 と永 遠 の命 が与 え られ るの

です 。 この よ うな恵 みが与 え られ る よ

うに,心 と,勢 力 と,思 い と,力 を尽

く して神 殿 で の礼拝 を熱心 に行 い ま し

ょう。｣
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わ た した ち は神 殿 に参 入 し,死 者 の

身代 わ りとな って儀 式 を受 け る こ とに

よ り,主 と交 わ した聖約 を果 たす こ と

が で きます。 また,神 殿 で学 ぶ こ とや

教 え られ る こ とが あ ります 。 それ は様

様 な試 しか ら学 ぶ こ と もあれ ば,御 霊

に よって教 え を受 け るこ ともあ るの で

す 。 そ の 多 くは儀 式 に 関 連 して い ま

す。 永 遠 の命 に至 る聖 な る神殿 の儀 式

を通 して,神 の教 え を完 全 に理 解 で き

る道が 備 え られて い ます 。

きよ

｢安らかな聖き力を

感ぜしめたまえ｣

デ ビ ッ ド･0･マ ッケ イ大管 長 の次

の よ うな お祈 りが あ ります 。｢そ れ ゆ

え,こ の 聖 な る神 殿 に入 らん とす るす

べ て の者 が,汚 れ な き手 と清 き心 に て

来 り,こ の宮 が 慰 め と霊 感 と祝 福 を も
なんじ

た らす 汝 の聖 き御 霊 の宿 る所 とな した

まえ。 何 人 にて も暗 き将 来,悲 し き心

を持 ちて 入 り来 る者 あ らば,彼 らの重

荷 を軽 くし,信 仰 を強め た まえ。心 に

ね た みや苦 き思 い を持 つ 者 あ らば,そ
ゆる

の思 いを 自己 の反 省 と赦 しに置 き換 え

た ま え。 この 聖 な る建 物 に入 り来 るす

べ ての 者 に,安 らか な聖 き力 を感ぜ し

め た まえ。 か くして,お お,主 よ,こ

の敷 地 に足 を踏 み入 るる者,か なた よ

り神 殿 を眺 む る者 が,汚 れ た世 の俗 事
みこころ

か らそ の 目を転 じ,汝 と汝 の御 心 を仰

ぎ見 る よ うに な した ま え。｣(『 日の 栄

えの結 婚』p.59)

神 殿 宣教 師は霊 性 が高 め られ る大 切

な奉 仕 の機 会 で した が,召 しを果 た し

て た くさん祝福 を受 け る こ とが で きま

した。 わ た した ち夫婦 を根 気 よ く,優

し く,温 か く見 守 り,ご 指 導 して くだ

さっ た神 殿 長 会 の方 々,と もに奉仕 し

て くだ さった宣 教 師 や奉 仕 者の 兄弟 姉

妹,参 入 され る度 に励 ま して くだ さ っ

た全 国 の兄 弟姉 妹 に心 か らの敬 意 を込

め て 感謝 申 し上 げ ます 。(ぬ ま た･ふ

みお 日曜 学校 教 師)
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わ た し の 証

大 き な拍 手 を も って 喜 び を表 しま し

た。

1980年10月 に東京 神殿 が奉 献 され て

か ら,ハ ワイ訪 問 よ りは簡 単 な はす で

す けれ ど,東 京 か ら遠 く離 れ た地 に住

む わ た した ち に とっ て は,年 に2回 ほ

ど計 画 され る 団体参 入 に参 加 す るの が

関 の 山で した。 そ れが 毎 日参 入が で き

る のです 。

現 在 わ た したち神 殿 宣教 師 は,東 京

近辺 の多 くの奉 仕者,ま た地 方か ら団

体や 個 人で参 入 され る奉 仕 者 とと もに

儀 式 に携 わ っ て お ります 。 中 に は週1

回 の奉仕 だけ でな く,ほ とん ど毎 日の

よ うに神 殿 に参入 され る方,早 朝 の6

時,8時 にセ ッ シ ョ ンが あ る と き必 ず

おい で にな る姉 妹,毎 日参 入 され る兄

弟,ま た毎 月個 人 的 に遠 くか らお い で

に な る奉 仕 の 方 な ど も い らっ し ゃ っ

て,わ た した ちは それ らの熱心 で信 仰

深 い 方 々の お姿 に励 ま され,支 え られ

て 日々 を過 ご してい ます 。

次 に うれ しい こ とは,全 国規 模 で多

くの 知人,懐 か しい方 々 にお会 いで き

る こ とで す 。神殿 にい る ため に その恩

恵 にあず か る こ とが で きるの です 。 次

は福 千 年 に,神 様 の も とで手 を取 り合

って お会 い した い もので す。

最 後 にい ち ばん大 切 な こ とは,神 様

の愛 と奥 義 をか い ま見 る こ とが で きる

ことです 。団体 参 入 で来 て いた ときは,

セ ッシ ョン を受 ける だけ で精 い っ ぱい

で した け ど,結 び固 め,洗 い な どの 儀
みこころ

式 に携 わ る こと によ って,神 様 の 御心,

愛,祝 福 を深 く知 る こ とが で き ます 。

初 めの こ ろ は儀 式 の 言葉 を覚 えるの が

大変 で したが,今 で は深 く味わ っ て行

うと き,そ の 言葉 の 意味 の深 さに御 心

を知 るこ とが で きます。 わ た した ちが

忠 実 で あ る な らば神様 は限 りない祝 福

を約 束 して くだ さ ってい ます。 初 めて

自分 の儀 式 を受 け られ た方 が,儀 式 の
ほお

後,涙 で頬 をぬ らしてお られ る姿 を見

た とき,宣 教 師 と して と もに最 高 の喜

び を感 じま した。

へ
ぼ ぎまま ビ リ ま　 　　 さ

諦綾叢 欝l!
ジ め紹介膳 ■
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